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下

光
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田

淀
川
収
制
制
定
の
器
準
と
な
る
も
の
、
郎
ち
所
諮
版
術

ι
つ
い
て
は
，
純
一
記
小
人
停
に
，

m
以
術
有
六
。
一
日
ぃ
減
税
。
二

n傘
傘
。
一
一
一
日
名
。
向
日
出
入
。
五
日
長
幼
。
六
日
従
版
。

正
一
一
一
一
向
ふ
較
文
が
あ
り
，
待
も
版
初
制
定
民
営
っ
て
、
服
紛
の
駿
京
長
一
知
を
決
定
す
る
標
準
と
な
っ
た
と
忠
は
れ
る
も
の
は
も
ぬ
ん
ど
遺
漏
な

く
、
網
羅
さ
れ
て
応
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
，
此
の
一
つ
一
つ
を
版
制
の
一
品
質
と
釘

wm
し
て
詐
制
に
検
討
考
察
し
て
見
る
な
ら
ば

E

服

抑
制
定
の
校
本
将
…
紳
を
知
与
と
と
が
一
出
来
る
と
同
時
氏
、
か
L

る
版
加
を
生
み
出
し
た
る
支
郊
の
民
族
精
川
柳
、

i
i
i
一声、

ι限
定
す
る
な
ら
ば

そ
の
家
族
精
榊
に
織
れ
る
と
と
が
出
来
、
延
い
て
は
家
族
構
成
の
様
式
を
窺
知
し
‘
家
族
生
活
の
様
相
を
も
想
見
す
る
と
と
が
可
能
で
あ
ら

う
と
思
ふ
。
今
刊
紙
に
於
て
は
、
此
の
服
術
の
す
べ
て
を
論
宇
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
第
三
氏
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
「
名
し
K
つ
い
て
の

み
考
察
し
て
み
る
と
と
L
ず
る
。

一
、
っ
名
」
の
意
味

町一‘ 75一一哨

前
掲
の
大
体
の
文
中
っ
名
」
に
つ
い
て
の
鄭
玄
の
一
圧
に
は
‘

名
、
批
母
叔
母
之
麗
也

G

と
あ
り
、
孔
穎
遼
の
疏
に
は
も

名
者
も
ザ
一
心
伯
叔
母
及
子
綜
並
弟
綜
見
渡
之
麗
也
。
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と
あ
る

l
mし
て
儀
時
喪
服
笛
仰
の
係
文

ι、
円
以
名
版
し
と
設
か
れ
て
居
る
も
の
に
は
、
世
母
‘
叔
母
‘
従
母
、
庶
ほ
も
乳
母
主
従
母
日
比
パ
ガ
が

あ
る
。か、

L

る
場
合
の
名
と
は
如
何
な
る
立
味
の
も
の
で
る
る
か
と
い
ふ
民
間
じ
く
大
停
に
‘

同
姓
，
従
九
一
以
ム
円
族
属
。
出
北
(
姓
‘
主
名
治
際
A
W
。
名
著
市
男
女
有
加
。

と
一
一
一
一
日
ふ
経
文
が
あ
り
，
続
い
て
，

立
ハ
夫
、
鹿
子
父
退
者
、
妻
品
川
母
遁
也
。
北
ハ
夫
、
属
乎
子
選
者
、
一
安
皆
都
道
也
。
謂
弟
之
妻
知
者
も
月
一
荒
波
亦
可
謂
之
ほ
乎
。
名
者
、
人
治

之
火
活
也
勺

可
知
…
憐
乎
。

と
迷
べ
ら
れ
で
あ
る
。

¥
ζ

刀
丈
は
犠
税
喪
服
話
、
大
功
輩
、
夫
之
組
父
母
社
父
母
叔
父
母
の
僚
下
博
文
に
夫
之
/

/
見
弟
何
以
無
肢
と
あ
る
以
下
に
綴
い
て
記
さ
れ
て
あ
る
の
と
殆
ん
ど
同
一
で
あ
る
。
¥

と
れ
は
前
文
に
於
て
は
，
大
小
ん
一
川
を
等
し
く
す
る
同
姓
の
属
殺
相
五

m
k於
け
る
和
合
絞
制
の
法
?
と
、

此
の
挨
氏
本
小

嫁
e

し
た
る
他
姓
妨
人
と
と
の
族
人
と
の

m，
及
び
婦
人
相
玄
関

ι於
け
る
統
一
融
合
の
方
法
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
後
文
民
於
て
は
、

後
者
の
場
合
の
質
例
を
純
情
げ
て
説
明
し
た
も
の
と
見
る
と
と
が
同
来
よ
う
。
市
し
て
同
姓
の
統
一
一
融
和
の
方
法
と
し
て
は
っ
従
宗
」
が
翠
げ

ら
れ
て
る
る
に
針
し
ち
議
(
姓
の
場
合
民
は
「
主
名
し
が
穆
げ
ら
れ
て

mm
る
。
之
を
前
文
民
」
成
い
て
の
郊
住
民
主

主
於
母
胤
(
約
之
名
立
。
:
:
:
母
約
之
名
不

mw，
別
人
倫
鋭

G

と
の
経
文

K
於
け
る
名
と
は
梨
立
っ
名
分
L

と
熟
す
る
場
合
の
つ
名
L

で
あ
っ
て
、
他
姓
来
嫁
宥
で
あ
る
知
人
に

と
有
る
に
考
へ
合
せ
れ
ば
，

し
て
、
夫
の
族

ι於
て
，
母
名
を
有
す
る
者
と
婦
名
主
有
す
る
点
ぬ
と
は
、
名
詑
艇
と
名
の
限
度
を
越
え
矛
る
詑
同
一
と
所
勤
と
あ
っ
て
一
初
め
て

知
人
と
そ
の
族
人
と
の
問
、
及
び
都
人
相
す
一
間
正
於
け
る
統
一
融
合
が
擁
さ
れ
る
と
い
ふ
と
と
が
迷
ぺ
て
尽
る
の
で
あ
る
。

服

l亡

か
L
る
内
容
の
も
の
花
外
な
ら
な
い
と
忍
は
れ
る
。

ふ
と
と
ろ
の
名
と
い
ふ
の
も
，
結
局
そ
の

抑
々
人
は
そ
の
身
分
と
地
位
と
に
熔
じ
て
一
d
q
M
が
輿
へ
ら
れ
、
そ
の
名
は
も
能
勤
者
の
立
場
氏
於
て
は
、

訟
の
づ
か
ら
己
れ
の
伐
す
べ
き

純
関
と
潟
す
べ
か
ら
ざ
る
限
度
と
を
示
し
，
叉
所
勤
者
の
立
場
と
し
て
法
事
慢
を
し
て
己
れ
に
銭
さ
し
む
べ
き
純
間
と
お
さ
し
む
べ
か
ら
ざ



る
分
反
と
を
一
都
す
も
の
で
あ
る
。
か
λ

る
訟
味
か

ふ
な
ら
ば
事
同
姓
を
統
一
和
合
せ
し
め
る
方
法
と
し
て
の
吋
従
示
い
と
て
も
，
大
小

ん
一
京
の
京
子
た
る
宥
が
侠
人
似
?
ゼ
純
然
た
る
似
人
の
仰
叫
円
滑
と
し
て
統
合
す
る
の
で
は
な
く
、
族
税
同
氏
脊
す
る
族
人
と
し
て
の
身
分
地
位
仰

ヘ
ば
，
見
弟
之
，
十
、
山
一
始
、
批
判
以
父
、
京
子
等
と
一
一
一
一
回
ふ
如
き
名
に
和
雄
す
る
身
分
と
地
位
と
氏
在
る
者
、
と
し
て
統
合
す
る
の
で
あ
り
、
叉
版

っ
て
も
，
族
人
の
一
人
一
人
の
版
川
仰
の
舵
返
長
泌
を
改
定
す
る
に
は
も
版
拐
を
し
て
族
人
と
し
て
そ
の
有
す
る
縁
阜
、
税
疏
、

1111j 長
幼
等
の
身
分
と
地
位
、
と
セ
が
す
川
抑
制
約
，
例
へ
ば
γ
〈
故
事
従
ザ
〈
昆
刈
m
，
族
父
対
等

ω
名
広
熔
ぜ
し
む
る
を
以
て
目
抜
と
す
る
の
で
あ
る
か

ら
，
特
に
説
(
蛇
米
獄
有
一
仏
闘
す
る
版
制
主
制
定
す
る
時
に
於
て
の
み

2
ご
と
一
一
一
一
日
ふ
と
と
を
取
立
て

L

ふ
の
は
、
寧
ろ
一
を
知
っ
て
こ
を

知
ら
ざ
る
謬
凡
な
り
と
一
一
一
一
向
は
れ
な
い
と
と
も
な
い
。
然
る
に
敢
て
此
い
や
有
る
は
他
民
何
等
か
の
恕
出
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
般
に
共
姓
同
姓
が
峻
別
さ
れ
も
男
女
の
名
分
が
極
め
て
践
絡
に
一
陣
別
さ
れ
る
と
一
一
一
一
日
ふ
と
と
が

b

る
、
従
っ
て
他
姓
米
妹
訴
K
到
し
て
は
、
特
に
つ
名
」
と
一
一
一
一
日
ふ
と
と
が
喧
し
く
一
一
一
一
同
は
れ
る
と
と
L

な
り
、
そ
れ
が
版
判
例
制
定
に
常
っ
て
一
つ

惟
ふ
に
、
文
郊
の
山
政
朕
制
一
以
に
於
て
は
も

の
前
丸
山
町
な
る
法
拙
?
と
し
て
取
傘
げ
ら
れ
、
名
に
よ
っ
て
版
の
有
無
桜
草
を
厳
亘
氏
区
別
す
る
様
考
へ
ら
れ
た
訟
な
の
で
あ
ら
う
。
以
下
名
以

智山崎 '1'i=-:-島

の
事
一
覧

ι就
い
て
考
祭
を
進
め
る
こ
と
L

す
る
。

二

、

名

服

の

分

類

…
民
脱
出
文
中
氏
名
版
と
し
て
設
か
れ
て
居
る
も
の
は
、

世
母
，
叔
持
、
従
川
淳
、
庶
山
W
E

乳
母
、
従
母
日
比
弟
。

の
六
で
あ
る
と
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
と
れ
以
外
忌
芝
、
孔
穎
迷
の
注
疏
(
詰
唯
一
肌
)
に
奉
ふ
け
ら
れ
て
居
る
の
は
も
子
一
折
、
弟
対
、

u
ん妓

で
る
る
。
此
等
の
中
、
第
一
類
、
異
姓
米
嫁
者
の
範
憾
w
k
入
る
も
の
は
世
誌
も
叔
母
、
庶
母
、
子
婦
も
見
妓
で
あ
り
，
第
二
類
‘
外
観
に
営

る
者
は
従
母
、
従

J

碍
昆
叫
加
で

-bo，
第
一
ニ
類
、
乳
誌
は
又
特
殊
の
範
鰭
に
麗
す
る
も
の
L

様
で
あ
る
。
上
来
述
べ
来
っ
た
と
と
ろ
に
よ
っ
て

考
ふ
る
に
、
名
版
の
涼
一
一
棋
に
よ
ハ
J

て
版
関
係
の
生
ヂ
べ
き
は
第
一
類
の
議
貌
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ
り
も
市
し
て
と
れ
の
み
に
止
る
答
な
く
、

第
二
一
獄
は
ソ
て
の
総
説

ω護
主
に
湖
れ
ば
，
或
は
見
じ
く
名
搬
の
涼
議
に
よ
っ
て
淑
側
関
係
が
生
じ
た
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
‘
版
初
の
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成
立
A
V

同時

ι於
て
は
、
銃

ιと
の
こ
種
の
岡
崎
殺
が
外
務
た
る
正
相
遣
は
友
い
の
で
あ
る
か
ら
も
そ
の
波
関
係
の
愛
生
は
、
原
義
よ
り
一
段
の

後
援
を
…
遂
げ
た
る
も
の
去
一
一
一
一
口
ふ
べ
き
で
あ
り
.
寺
第
三
類
の
は
も
更
に
第
二
段
の
後
展
を
し
た
上
の
も
の
と
み
る
と
と
が
出
来
よ
う
。

ち
第
一
類
に
慶
す
る
も
の

異
姓
来
嫁
者
と
し
て
器
ぐ
べ
き
は
斐
‘
母
，
組
母
ラ
ハ
wu
組
母
‘
高
組
件
、
社
叔
母
‘
従
一
嵐
山
耳
、
従
組
々
母
、
族
川
淳
も
族
一
組
母
、
族
曾
組
件
、

婦
、
子
射
、
孫
M
M
，
合
孫
折
、
玄
孫
獄
事
昆
弟
之
予
知
事
昆
弟
之
孫
訴
事
昆

J

ガ
之
曾
孫
伊
M
，
従
父
昆
弟
之
子
知
事
従
父
昆
弟
之
孫
掛
M
E

従
一
組

昆
一
月
之
子
一
灯
、
安
、
(
照
明
綿
引
か
良
一
一
一
岡
山
川
口
M
制
叫
が
は
と
で
あ
っ
て
、
他
の
属
殺
と
の
関
広
川
錯
誤
の
愛
生
ず
る
以
…

ωと
な
る
竹
取
と

と
い
ふ
の
は
件
、
幻
で
あ
る
か
ら
も
姿
は
安
と
い
ふ
名
と
地
位
と
を
以
て
す
る
践
り
は
，
そ
の
名
は
夫
と
一
一
一
一
口
ふ
名
K
お
し
、
又
そ
の
身
分
と

地
位
と
は
え
と
い
ふ
身
分
tC
一
地
位
と
を
有
す
る
者

ιの
み
釘
し
釘
さ
れ
る
誇
で
あ
る
故
、
名
搬
の
範
時
に
は
入
ら
歩
、
そ
れ
が
が
と
い
ふ
名

と
地
位
，
い
時
と
い
ふ
名
と
地
位
と
を
以
て
他
主
到
し
お
さ
れ
る
場
合
-
初
め
て
名
般
の
範
時
に
入
る
と
と
L

な
る
。
同
様
に
安
と
て
も
安
、
父

安
と
し
て
の
名
と
地
位
と
に
於
て
は
支
た
る
名
に
於
て
釘
す
る
お
計
と
の
矧
げ
い
於
て
の
み
桜
仰
が
禁
生
ず
る

K
過
ぎ
や
ノ
、
そ
れ
が
或
は
渋
川
砿

っ
て
初
め
て
他
の
弱
税
と
の
間
に
版
制
が
後
生
す
る
の
で
あ
る
。

或
は
怒
川
M
と

J

一
一
向
ふ
名
を
刊
す
る
に

m，
母
婦
の
賎
制
概
説

前
拐
の
大
俸
の
文
に
あ
る
い
引
く
も
実
は
ふ
八
広
統
べ
ら
れ
、
中
火
花
従
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
火
誌
に
於
け
る
…
会
の
排
行
は
小
山
〈
の
そ
れ
に

従
ひ
，
火
が
り
〈
の
排
行
(
父
治
)
江
川
崎
す
る
な
ら
ば
，
必
は
母
の
排
行
広
州
腕
し
、
夫
が
子
の
排
行
広
場
す
る
な
ら
ば
、
山
梨
は
い
仰
の
排
討
に
属

す
る
り
で
あ
る
。
例
へ
ば
，
己
れ
の
父
の
品
川
は
己
れ
か
ら
凡
て
父
一
り
に
常
る
か
ら
、
(
部
ち
叔
伯
父
)
そ
の
者
の
実
と
し
て
来
嫁
し
た
る
者

は
、
己
れ
か
ら
凡
て
母
行
に
怒
る
し
八
郎
ち
叔
伯
梓
〉
又
己
れ
の
昆
必
の
子
は
，
己
れ
か
ら
み
て
子
行
に
常
る
か
ら
，
そ
の
者
の
実
と
し
て

来
嫁
し
た
る
者
一
は
己
れ
か
ら
み
て
い
告
に
常
る
わ
け
で
あ
る
Q

(

一
一
一
打
倒
弟
)

故
に
仰
向
姓
…
然
嫁
者
に
し
て
母
名
を
有
す
る
者
は
、
己
れ
の
M
M
と
日
設
行
花
詰
る
者
K
は
設
叔
妹
、
従
組
枠
.
族
い
珂
が
あ
り
、
己
れ
の
組
対

一
組
誌
と
川
内
排
行
氏
は
族
曾
総
母
が
あ
る
。
此
等
に
お
す
る
肢
は
、
母
民
的
し
て

と
同
排
行
な
る
も

ωι
は
従
組
組
一
持
事
族
制
胤
払
ゆ
が
あ
り
も



の
版
を
父
と
の
そ
れ
と
発
別
ず
る
以
外
に
は
‘
母
名
あ
る
も
の

ι封
し
て
は
皆
そ
の
夫
と
相
並
び
た
る
同
一
の
も
の
で

b
る
。
之
を
表
示
す

れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

旋 曾
fす

話立
手~

苅1
対: 母: 、

宇=品=.，ii Iab 11 ~R 

期
月賦 月費 、

一一一

族従 強

溜組 務
々

母:母 母 官官
. 、 、事

・:

三総 ai小 期務 ~R 

月蘇月功 議
2弱

族従世母

湿叔
務

母母母」11在「言自、
技

三平ム、 J品糊装重量 |服

-一， -
期

月前L 月功 表年期 、主

次
に
予
約
と
向
排
行
に
在
る
者
に
は
昆
洋
之
子
如
、
従
父
昆
弟
之
子
抗
予
従
組
昆
弟
之
子
婦
が
あ
り
‘
孫
婦
と
向
排
行
の
者
に
は
日
比
弟
之

孫
錦
、
従
父
見
川
知
之
一
治
れ
が
あ
り
、
曾
孫
郊
と
伺
排
行
の
者
に
は
日
比
邦
之
曾
孫
綜
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
市
し
て
婦
に
釣
す
る
版
は
そ
の
凱
退

者
へ
の
版
に
比
し
ち
直
系
山
十
島
な
ら
ば
二
等
を
降
し
、
点
力
系
卑
印
織
の
場
合
は
一
容
を
降
す
を
以
て
原
則
と
す
る
。
設
に
趨
婦
へ
は
火
功
九
月

〈
趨
長
子
へ
は
三
年
)
、
府
約
へ
は
小
功
五
月
(
庶
子
へ
は
期
)
孫
綜
へ
は
総
蘇
三
月
(
川
市
熔
民
間
叩
一
昨
日
げ
叫
ん
肝
心
域
諸
問
勺
庶
孫
と
を
直
別
)

で
あ
る
。
此
等
片
山
経
文

ι明
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
ブ
営
然
有
版
な
る
べ
く
し
て
経
文
に
見
え
て
ゐ
な
い
の
は
、
回
比
弟
之
子
綜
(
↓
人
功
九
月
)
従

明叫.' 79山崎W

父
昆
弟
之
ぷ
J

新
A

総
ぬ
こ
川
バ
)
日
比
川
之
品
山
知
(
総
説
三
月
)
で
あ
る
。

同
比
弟
之
ソ
ナ
掠
を
大
功
九
月
と
恕
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
に
つ
い
て
は
呉
設
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
次
の
方
査
の
設
の
如
き
考
方
に
よ
れ
ば
大
功
九
月
を
以
て

首
然
と
す
る
む

知
人
銭
庶
縮
小
功
、
市
夫
之
比
弟
之
子
総
ム
人
功
何
也

G

報
版
也

9

姑
之
於
婦
も
期
不
可
以
一
一
一
口
報
‘
夫
之
兄
弟
之
子
総
媛
、
不
見
経
何

也
事
以
新
版
本
〈
之
柱
時
叔
川
市
木
功
‘
知
北
パ
報
也
、
何
以
知
非
、
報
也
、
南
方
税
之
相
銭
版
、
加
盟
…
零
卑
皆
報
。
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(
儀
藤
正
義
各
二
別
所
引
)

母
名
に
拐
し
て
は
も
族
一
…
同
族
組
母
の
疏
誌
に
至
る
お
↑
有
桜
丘
る
に
も
お
ら
J
y
，
知
名
に
習
し
て
は
‘
版
術
上
、
怪
か
K
，
直
系

ι於
て

は
子
一
向
孫
一
列
孝
一
立
於
て
は
ぷ
弟
J
L
f
M知
事
努
人
出
比
弟
之
ソ
十
」
一
向
日
比
品
分
之
一
均
一
如
(
開
放
…
出
川
切
れ
い
れ
同
一
誌
が
常
)
に
釘
し
て
有
版
な

る
に
過
ぎ
な
い
。

以
上
に
述
べ
た
…
惑
は
，
同
一
人
に
し
て
綜
名
を
有
す
る
持
と
い
汚
名
と
有
す
る
時
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
立
場
民
法
だ
し
い
差
益
〈
の
有
る
と
と

を
設
は
す
も

ω
で
も
今
官
く
同
一
人
の
場
合
と
し
て
考
察
し
て
見
る
と
次
の
如
き
と
と
も
λ

な
る
。

五
事
録

名

己
れ
が

2

いヰナ

ω…
会
津
印
ち
通
知
た
る
立
場
に
在
る
時
は
，
夫
の
父
母
，
部
ち
易
対
よ
り
ι
人
め
九
片
を
泌
さ
れ
る
wm
係

ιあ
る
。

と
の
心
人
ぬ

九
凡
と
い
ふ
り
は
、
治
伝
子
た
る
夫

ι到
し
，
夫
の
父
母
が
服
す
る
三
年
の
桜
よ
り
は
二
等
、
を
降
し
た
も
の
で
あ
る
。

己

μ
が
…
過
ぃ
父
子
以
外

己
乱
の
ふ
ん
は
搾
…
討
小
杖
泌
を
M

服
さ
れ
る
。
や
は
り
夫
氏
釣
す
る
胤

己
れ
は
如
何
な
〆
Q

泌
を
版
す
る
か
と

a

一
一
一
口
ふ
に
も
一
週
似
た
る
と
山

M
た
る

と
を
仰
は
oT
，
何
れ
も
一
角
裂
.
小
川
仇
矧
を
以
ず
る
り
で
あ
る
。
一
万
本
生
の
父
訟
に
お
し
て
は
舛
袋
小
杖
却
を
版
し
，
先
万
よ
り
は
ん
人
功
九
凡

を
服
さ
れ
る
。
故
以
己
れ
は
火

ω
父
山
り
と
本
生
の
父
故
と
の
双
方
げ
い
到
し
等
し
く
角
決
小
杖
初
を
以
す
る
に
も
何
ら

T
，
己
れ
が
ヰ
〈
の
父
M
M

よ
り
服
せ
ら
れ
る
以
と
る
本
法

ω父
件
よ
り
の
そ
れ
と
に
相
川
泌
が

b
o
、
越
前
む
場
合
は
双
方
よ
り
は
一
の
版
を
泌
さ
れ
、
庶
射
の
場
合
は
以

姑
よ
り

ω
版
が
本
山
九
日
り
り
ん
故
よ
り
の
版

ι
比
し
一
与
に
け
低
い

3

九
日
バ
を
似
し
，
己

μ
は
似
仙
川
勝
一
一
一
月
を
版
さ
れ
る
。

の
ツ
ナ
り
い
川
部
v
h
J

…
以
い
仰
で
あ
ハ
/
た
場
合
は
、
易
拡
よ
り
小
功
を
版
さ
れ
‘

に
比
す
る
と
、
…
一
等
を
降
し
た
版
で
あ
る
。

か
L

る
わ
拶
姑

ι到
し
，

の

x 
i;;よ

る
山
側
係
ば
週
一
怖
い
M
と
し
て
も
山
…
怖
い
M
と
し
て
も
ん
人
め

し
て
ほ
降
版
せ
や
ノ
に
外
袋
三
月
を
織
し
，
己
れ
は
な
去
時
K
比
し
て

一
等
を
降
し
た
小
功
五
日
り
を
版
さ
れ
る
。
故
に
己
一
れ
が
組
討
結
へ
殺
す
る
紙
法
，
s

本
生
り
組
又
い
時
へ
の
そ
れ
よ
り
も
戦
く
，
組
必
姑
よ
り
の

の

X
払
川
司
仏

服
も
本
作
品

ω
泌
V
〈
件
に
北
し
て
蛇
械
で

b
る
。
夫
の
せ
組
父
梓

己
引
い
は
版
せ
ら
れ
な
い
。
本
生
の
せ
組
父

し
て
誌
小
功
、
ム

H
を
械
し
、

母
広
は
除
以
せ
ず
に
舛
従
.
ニ
バ
を
以
し
，
己
孔
は
以
せ
ら
れ
な
い
む

っ
て
己
よ
り
は
社
組
誠
一
却
に
必
く
‘
本
生

ωハ
甘
い
胤
父
は
に
以
く
，
先



方
か
ら
は
川
…
の
取
扱
ひ
を
受
け
る
わ
け
で
あ
る
。

次

ι夫
の
芳
樹
で
も
己
れ
を
い
仰
と
呼
び
ね
る
排
行
托

民
組
父
味
六
以
上
、
災
の
胤
J

炭
ハ
ザ
川
副
父
ほ
ヘ
ル
大
川
曾
州
側
一
行
J

j
j
j
J
l
/
行
に
諮
る

¥
j
j
j
J
d
j
f
に

部

る

¥

れ
は
川
版
を
以
て
報
い
ら
れ
る
。
従
っ
て
総
脱
税
な
る
政
官
一
組
父
対

B

炉
、
組
父
母
も
族
父
ほ
と
は
版
協
係
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。
本
去
に
炉
、

け
る
お
の
総
統
と
の
山
側
、
係
は
、
お
支
持
よ
り
…
等
を
降
し
た
る
似
を
版
し
ム
リ
ム
の
で
あ
る
か
ら

B

夫
誌
に
却
し
て
の
版
協
係
と
は
絞
然
版
で

あ
る
。
中
…
〈
の
外
組
又
は
と
の
山
関
係
は
、
中
火
が
小
功
五
月
な
る
に
従
っ
て
、
己
れ
は
総
泌
を
版
し
、
先
方
よ
り
は
ほ
じ
く
総
泌
を
以
て
報
い
ら

，
部
ち
計
一
相
以
父
訟
も
足
立
、
え
辻
、
族
父
母
(
以
上
矢
の
〕

/4日
月
〆
十

f

咋
〈
行
に
常
る
¥

に
お
す
る
wm係
誌
も
先
方
に
到
し
点
八
の
版
ず
る
よ
り
も
一
等
を
降
し
て
服
し
、

従
組
組
父
母己

れ
る
。
本
山
川
氏
治
す
る
場
合
も
同
絞
で
あ
る

G

以
上
を
M
K
約
す
る
と
、

対
と
し
て
の
名
と
地
位
と
に
於
て
は
第
一
事

夫
の
誌
の
也
系
傘
嵐
広
釘
し
、

己
れ
は
土
〈
が
服
す
る

K
北
し
一
年
を

降
さ
れ
ヂ
、

¥
こ
れ
は
己
れ
が
在
笠
り
時
本
宗
心
車
系
特
越
に
服
J

f
す
る
搬
に
比
し
一
撃
を
降
し
た
る
践
で
あ
る
。
¥

へ
と
れ
ば
己
れ
在
五
の
時
本
宗
の
そ
れ
よ
号
線
せ
ら
〕
第
こ
も

グ
も
の
に
比
し
ご
与
を
降
し
た
る
服
で
〉
る
。
¥

i

o

¥

刀
れ
も
己
れ
在
去
の
時
/

己
れ
は
一
等
を
降
し
て
割
い
ら
れ
る
戸
の
搬
を
基
準
と
す
る
c

)

夫
に
比
し
一
等
、
を
降
し
て

降
し
た
る
版
を
版
し
、

先
方
か
ら
は
、

夫
が
報
い
ら
れ
る
服
よ
り
も
二
等
を
降
し
た
る
版

己
れ
の
本
ん
一
以
正
野
す
る
山
関
係
は
も

在
系
外
部
印
刷
に
釘
し
て
は

を
以
て
報
い
ら
れ
る
口

ザ
J
W
一二、

夫
の
ホ
一
点
系
俳
尋
問
尉

ι釘
し
は
、

m~ 
じ

己
れ
は
同
阪
を
以
て
報
い
ら
れ
る
。

本
ん
一
郊
の
ふ
ん
方
系
命
日
樹
に
到
し
で
も
同
，
様
で
あ
る
。

部
ち
己
れ
よ
り
み
て

」
¥
ノ
ー
ト

i
f
i
f
、
ιsr
、

↓
フ
吃
々
ノ
印
刷
。
e
心
μ

i1.~ 

[LLj 

外
組
問
出
始
民
営
る
者

ι釘
し
で
は
，

夫
氏
比
し
一
等
を
降
し
て
版
し
、

立
問
即
時
を
以
て
報
い
ら
れ
る
。

本
去
の
外
組
父
母

ι到
し
で
も
同
様

で
あ
る
。

.，._'  _ '  ， 8i←ー

此
等
の
版
制

ιよ
っ
て
談
ひ
知
ら
れ
る
と
と
は
毒
第
一
日
仏
、
財
と
し
て
の
名
と
地
位
と
を
以
て
し
て
は
、
夫
と
同
一
の
地
位
代
初
並
ん

で
、
夫
の
前
一
一
糸
並

K
芳
系
む
傘
属
及
外
観
け
い
い
封
す
る
と
と
が
出
来
な
い
と
言
ふ
と
と
で
あ
る
。
何
と
な
ら
ば
己
れ
が
と
れ
ら
の
岡
崎
税
に
釘
し

て
夫
よ
り
も
一
等
を
降
し
て
搬
す
る
と
共
に
も
己
れ
は
直
系
佐
一

4

麗
よ
告
は
二
等
を
降
さ
れ
‘
ホ
一
点
系
金
γ

廊
崎
及
外
貌
よ
り
は
己
れ
の
、
な
し
た
る
と

同
じ
く
降
版
を
以
て
報
い
ら
れ
る
と
い
ふ
と
と
は
，
能
勤
者
と
し
て
も
所
勤
者
と
し
て
も
事
郊
の
地
位
が
夫
と
並
び
得
な
い
と
一
一
一
一
日
ふ
と
と
を

も
表
は
す
わ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
揺
し
で
と
の
と
と
は
婦
と
し
て
の
名
に
於
て
は
夫
に
北
し
夫
黛
に
於
て
占
め
る
地
位
の
低
い
と
と
、
夫
族
。
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族
人
と
し
て
内
外
傘
向
島
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
と
の
緩
い
と
と
を
示
す
。
従
っ
て
婦
と
し
て
の
名
医
於
て
の
段
り
委
者
奔
也

ふ
郊
き
と
と

は
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
第
二
に
，
本
去
に
似
均
し
て
は
予
定
一
系
等
属
医
降
さ
、
ヂ
z

己
れ
は
そ
れ
よ
り
一
等
を
降
さ

れ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
¥
字
。
主
主
於
け
る
よ
ジ
も
浮
く
豆
い
鈎
河
内
と
地
位
と
を
保
有
す
る
と
と
L

な
う
て
居
る
と
が
と
分
る
c

(

叫
似

母
に
一
一
一
年
を
服
せ
ず
搬
を
服
す
る
の
法
夫
と
い

p

中
、
新
た
に
夫
を
す
る
と
こ
ろ
が
J

掃
し
て
と
の
と
と
ま
本
~
一
日
と
〉
晃
乙
冷
す
る
之
等
の
版
制
の
み
な
も

出
来
た
た
め
所
天
を
ニ
に
せ
ざ
る
怨
の
践
で
は
押
印
紙
と
は
併
し
な
い
の
で
あ
る
。
¥
戸

J

5

U

R

i

j

i

ら
ヂ
‘
例
へ
ば
本
生
の
昆
J

郊
に
却
し
て
は
出
嫁
の
た
め
一
等
を
降
し
て
火
功
九
月
を
服
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
若
し
述
兄
弟
が
父
の
後
を
鴻

ム
γ
乙
は
反
訟
に
‘

ぐ
べ
き
身
分
と
な
っ
て
浸
し
た
る
時
は
之
を
降
さ
や
ノ
広
税
搬
の
究
表
不
杖
初
を
服
す
る
定
め
で
あ
る
如
き
と
と
な
ど
も
、
明
か
K
己
れ
と
本

ん
一
部
と
の
連
繋
の
強
く
立
深
い
と
と
を
去
は
し
て
居
る
。
誌
に
於
て
か
我
々
は
‘

女
子
雑
趨
人
，
宇
治
紫
姓
，
明
不
得
血
(
父
兄
防
災
族
共
子
山
川
然
。
〈
駁
五
経
向
中
(
義
)

と
か女

子
以
姓
配
字
、
明
不
忘
本
。
(
穀
、
梁
傍
際
公
一
冗
年
泡
率
一
法
)

と
か
と
一
一
一
一
向
ふ
認
が
忠
ひ
山
内
さ
れ
る
。

第
一
に
於
て
は
，
い
仰
が
犬
と
法
び
符
な
い
と

ふ
と
と
を
一
一
出
回
っ
た
の
で
る
る
が
‘
第
三
氏
‘

己
れ
と
夫
議
の
直
系
傘
箆
と
の
一
間
の
版
協
係

は
己
れ
と
本
生
の
直
系
傘
凶
と
の
桜
山
間
係
K
比
し
て
経
く
一
ぬ
い
と
い
ふ
と
と
及
び
、
芳
系
鏡
dm
樹
、
外
毅
K
釘
す
る
問
問
係
は
本
去
の
と
夫
撲
の

と
相
等
し
く
.
来
嫁
し
て
夫
政
の
人
と
な
っ
た
と
と
江
よ
っ
て
夫
認
に
以
く
し
本
去
に
符
く
す
る
と
と
が
な
い
と

約
た
る
者
が
い
仰
と
い
ふ
名
と
地
位
と
広
在
る
以
り
広
於
て
は

ふ
と
と
、

よ
りの
深 こ
いつ
J主は
紫、

の
族
人
と
し
て
よ
り
も
.

ろ
本
山
一
郊
の
族
人
と
し
て
、

を
似
体
ち
よ
り
帯
広
州
附
係
正
花
る

つ
ま
り
'
第
一
一

K
於
て
迷
べ
た
と
と
を
廷
に
、
明
示
す
る
と
と
L

な
る
。

ふ
と
と
‘

さ
れ
ば
我
々
は
的
人

以
火
山
議
銭
内
と
か
事
女
子
外
成
と
か
き

又
は
，

知
人
之
殺
事
嫁
同
部
J

(

穀
山
川
市
偉
成
公
五
年
)

対
人
指
嫁
…
M
川
町
(
公
主
体
路
公
二
年
〉
(
…
炉
附
…
な

ふ
語
が
，

少
く
と
も
官
版
制
上
、

0

0

0

0

0

9

 

M
た
る
の
名
を
有
す
る

と



間
以
り
に
於
で
の
い
町
人
が
、
夫
山
裁
に
在
り
て
保
有
す
る
地
位
を
‘
応
誌
に

ひ
山
訟
は
し
て
ゐ
る
と
一
一
一
一
向
ふ
と
と
は
出
来
な
い
と
忠
は
れ
る
。

、
然
ら
ば
か
L

る
版
制
の
生
じ
た
る
際
的
如
何

G

そ
の
一
は
、
文
郡
山
水
族
制
上
、
り
〈
椛
的
父
系
制
げ
い
北
川
一
く
川
内
鋭
校
“
小
山
…
の
税
桜
一
概
念
が
何
一
く
そ
れ
が
相
続
の
様
式
に
あ
ら
は
れ
延
い
て
版
制
上
に

も
読
は
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
と
と
で
あ
る
。
文
郷
の
み
は
二
百
広
し
て
一
一
一
一
日
へ
ば
組
小
ん
の
祭
犯
を
中
心
と
し
て
縦

ι存
絞
し
、
そ
の
然
一
叫
に
主

た
る
家
長
を
首
長
と
し
て
樹
氏
形
成
せ
ら
れ
た
る
察
側
な
り
と
一
一
一
一
山
ふ
と
と
が
山
内
来
よ
う
と
必
ふ
。
放
に
そ
の
相
紋
の
校
式
は
祭
紀
初
総
で
あ

り
抑
制
絞
の
、
平
一
燃
は
伴
武
者
で
あ
る
。
従
っ
て
一
家
一
山
一
部
族
日
門
の
、
一
土
一
本
た
る
地
伏
は
一
出
先
の
一
止
燃
に
し
て
体
走
者
た
る
沢
一
又
は
一
止
憾
な
ら
や
と

も
体
窓
枠
た
る
者
の
上
氏
存
す
る
。
市
し
て
初
先
の
一
止
総
花
し
て
体
系
守
た
る
汗
は
所
制
的
…
辿
々
相
承
な
る
を
以
て
父
一
過
の
趨
長
子
で
あ
り
主

、人l
h
i
-
-
J
e
A

『
、
:
〉
三
、
、
〆

鰐
た
ら
や
し
て
体
草
者
た
る
者
は
停
車
宥
た
り
し
到
初
の
血
依
税
た
る
庶
「
、
通
孫
、
渋
孫
か
又
は
向
ん
一
部
内
の
庶
子
(
…
計
約
一
十
一
一
切
円
以
一
M
E
L
-
J

で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
一
家
の
至
得
た
る
者
又
は
五
本
た
り
う
る
お
ぬ
は
お
税
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。

銭
長
子
主
主
也
。
際
問
不
正
問
削
庶
子
一
品
不
能
保
体
主
主

m
w
M
T鰐

Z
A
4
7不
服
新
也
。

(
央
卒
一
ぺ
約
…
川
氏
税
経
体
)

依
っ
て
女
子
は
如
何
に
体
京
者
た
る
も
の
の
血
族
な
り
と
も
呉
姓
の
家
K
出
嫁
す
べ
き
者
で
あ
る
か
ら
、
父
族
K
於
け
る
地
位
は
微
賎
た
ら

ざ
る
を
符
歩
、
叉
体
護
者
た
る
者
の
惑
誌
は
如
何

ι夫
と
止
ハ
に
祭
記

ι一
波
る
身
分
に
あ
り
と
雌
も
、
体
芦
者
の
地
牧
と
初
並
ぶ
と
と
は
出
来

と
れ
家
族
生
活
上
女
子
と
桁
名
を
存
ず
る
も
の
λ

卑
践
と
せ
ら
る
L

一
四
で
あ
り
，
叉
似
一
川
上
桁
た
る
者
が
そ
の
傘
，
夫
と
並
び
符

-泣い。

な
い
一
凶
で
も
あ
る
。

月-..-83 ~ 

そ
の
こ
は
、
内
外
絞
別
，
同
姓
命
軍
‘

m宍
杭
抗
戦
読
の
精
…
制
一
の
存
在
す
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
相
絞
の
技
式
が
然
記
松
絞
で
あ
っ
て
も
、

家
名
和
絞
で
あ
っ
て
も
、
兎
に
~
向
車
ん
一
成
扶
制
度
上
、
(
試
の
絞
の
連
繋
存
続
を
市
小
説
す
る
以
上
、
そ
と
に
氏
姓
を
傘
び
，
血
販
を
主
ん
J
Y
る町一州

…
脚
の
生
、
下
る
は
必
然
で
る
り
、
叉
と
れ
ら
の
結
科
は
、

εれ
の
向
拡
を
間
決
姓
と
般
加
し
て
之
を
傘
長
し
、
他
を
絞
視
す
る
観
念
と
な
っ
て
現

さ
れ
ば
夫
禁
の
者
は
親
族
に
茶
色
獄
し
た
る
回
以
(
姓
の
女
子
子
を
親
族
と
見
去
さ
ざ
る
如
、
き
般
を
以
て
遇

は
る
べ
き
と
と
も
亦
必
然
ぜ
あ
る

G
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し
も
一
方
来
放
し
た
る
者
は
，
婦
と
い
ふ
名
と
地
位
と
を
以
て
封
ず
る
夫
葉
の
麗
税
広
艶
す
る
よ
り
も
，
女
子
子
と
い
ふ
名
と
地
位
と
を
以

て
封
す
る
本
宗
と
の
蓮
禁
を
深
く
保
ち
，
父
の
姓
を
捨
て
な
い
と
い
ふ
と
と
は
詮
然
の
と
と
で
あ
ら
う
。

六
事
母

名

次
K
m
w
と
い
ふ
名
と
地
位
と

K
在
る
場
合
は
如
何
。
先
づ
所
践
者
の
立
場
一
rL
於
て
の
母
を
考
へ
て
み
よ
う
。

母
と
は
ソ
ナ
行
に
在
る
者

ι釘
す
る
名
よ
い
」
句
あ
り
ち
父
と
い
ふ
名
と
ね
並
ぶ
稿
諮
で
あ
る

G

子
に
と
っ
て
の
母
は
も

下
、
傘
此
s

の
去
別
を
勾
す
を
欽
せ
ざ
る

父
と
の
山
に
お
女
、
上

で
あ
り
、
五
一
等
で
あ
り
，
愛
敬
の
最
高
の
お
ん
裂
で
あ
る
。
併
し
、
「
家
無
二
今
」
の
踏
の
間
一
念
に

よ
っ
て
向
然
の
心
的
に
後
却
を
加
へ
る
時
、
初
め
て
父
を
主
傘
と
し
予
母
、
を
次
隼
(
私
等
)
と
す
る
差
別
殺
が
笈
生
ず
る
。
放
に
父
の
川
以
後
は

り
ん
と
与
し
く
一
一
一
年
の
草
川
以
宇
一
服
す
る
祉
に
到
し
，
父
在
る
時
は
父
の
診
を
路
一
っ
て
一
等
を
降
し
て
済
宗
杖
却
を
版
、
ず
る
の
で
あ
る
。

と
れ
が

の
件
に
却
す
る
場
合
り
版
M
M
で
あ
る
が
一
山
一
接
持
子
の
則
的
係
で
誌
な
く
も
母
行
と
予
行
と
の
場
合
B
m
w
名
に
釘
し
て
の
場
合
は
も
此
と
相
川
勺
泌

が
生
や
ノ
る
。
子
行

ι山
代
る
宥
は
い
川
行
に
花
る
詐
を
そ
の
抑
仙
沼
有
た
る
も
の
と
同
一
の
凶
作
郎
氏
於
て
柏
接
す
る
。
た
と
へ
ば
杭
収
は
に
お
し
て

は
社
叔
り
ん
と
万
別
を
せ
宇
、
一
柳
訴
に
釘
し
等
し
く
主
税
へ
の
阪
で
あ
る
と
と
ろ
の
…
斤
表
不
杖
期
を
版
す
る
如
き
之
で
あ
る
。
い
り
と
川
川
排
行
な

る
従
組
M巧
族
ぃ
M
B

組
い
り
と
川
排
行
な
る
従
胤
K
M
旬
、
族
組
付
、
ハ
甘
い
組
は
と
げ
川
耕
一
行
な
る
族
ム
ロ
一
組
M
M

何
れ
も
そ
の
問
辺
市
の
と
川
一
の
版
闘

係
に
杓
る
の
で
あ
る
。

能
動
訴
の
立
坊
に
於
て
は
，
先
づ
父
母
と
し
て
、
中
山
〈
な
る
つ
父
し
と

Mm並
ん
で
子

す
る
場
合
裕
治
長
子
氏
釘
し
て
の
み
は
己
れ
が
池
公

よ
り
服
せ
ら
れ
る
版
以
上
の
も
の
を
版
せ
ざ
る
閥
係
上
、

父
が
そ
れ
に
釣
し
て
絞
す
る
締
京
三
年
は
服
せ
ヂ
‘

一
介
袋
一
一
一
年
を
服
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、

此
の
場
介
の
み
は
り
ん
川
町
各
々
そ
の
泌
を
政
(
に
す
る

そ
れ
以
外
の
場
人
け
は
，
目
減
誌
と
し
て
も
従
組
付
と

ふ
べ
き
で
あ
る
が
，

し
て
も
族
件
と
し
て
も
，

服
者
と
し
て
心
〈
と
和
並
ん
で
控
か
も
先
災
が
な
い
。

例
へ
ぽ
山
子
山
一
刻
に
お
す
る
場
介
事

中
一
〈
は
夫
々
湾
攻
不
杖

初
予
小
功
丘
凡
で
争
る
が
も
実
自
身
も
亦
全
く
中
山
〈
と
何
一
肢
を
践
す
る
如
き
き

何
れ
も
火
と
初
球
ん
で
川
内
の
淑
側
関
係
正
犯
る
い
が
さ
之
で
あ
る
。

ま
た
孫
，

合
孫
，
込
山
川
之
子
、
従
組
九
州
山
之
一
ナ
ル
叩
一
寸
江
到
し

E

外
殺
と
し
て
も
桜
宥
被
服
宥
と
し
て
小
八
と
日
一
の
立
場
に
花
る

Q



以
上
氏
述
べ
た
る
如
く
母
一
行
氏
在
る
清
志
母
名
を
有
す
る
立
場
に
拘
る
者
を
殺
し
み
傘
ぶ
と
土
ハ
に
，
そ
の
舵
巡
有
と
向
令
の
立
川
切
に
於
て

釘
し
針
さ
れ
る
版
制
は
如
何
K
解
絡
さ
る
L
か。

先
づ
舟
行
K
十
似
る
者
，
母
名
を
刊
す
る
宥
を
仕
分
び
税
し
む
と
い
ふ
の
は
第
一
に
版
制
上
一
般

ι傘
属
医
幻
す
る
制
係
を
前
一
ん
宇
る
に
到
し

卑
m
w
k
到
す
る
関
係
を
兆
い
だ
し
く
粍
ん
や
る
精
ぺ
仰
の
存
十
代
す
る
と
に
原
附
す
る
と
一
一
一
日
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
傘
印

ωι
釘
し
て
上
殺
す
る
松
皮
に
比

し
‘
出
汁
開
制
に
到
し
て
下
殺
す
る
科
皮
が
兆
一
し
い
と
い
ふ
と
と
が
あ
り
、
又
川
悦
総
陣
税
の
純
同
一
門
医
布
る
ー
の
に
し
て
一
算
局

ι泌
す
る
族
人
に

針
し
で
は
，
経
文
に
漏
ら
す
と
と
ろ
な
く
明
記
さ
れ
て
が
，
る
が
，
キ
弱

ι印
刷
す
る
宥

ι釘
し
で
は
‘
そ
れ
が
遺
耐
と
み
る
べ
き
か
，
行
時
と

見
る
べ
き
か
予
知
…
版
と
み
る
べ
き
か
も
泣
か
に
筒
じ
ね
な
い
が
事
兎
に
角
明
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
と
と
も
あ
る
。
九
弟
の
合
一
的

B

従
父

兄
弟
の
孫
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る

Q

此
の
傘
凶
と
非
民
と

K
幻
ム
ァ
る
表
山
川
視
は
も
信
絞
治
犯
の
特
殊
性
に
町
山
脈
す
る
と
も
一
一
一
一
円
ふ
べ
き
か
も
知
れ

な
い
。
印
ち
文
郊
に
於
て
は
，
人
倫
関
係
に
於
て
事
上
よ
り
下
へ
の
協
係
及
び
演
の
関
係
K
比
し
で
も
下
よ
り
上
へ
の
関
係
を
京
訓
ず
る
。

儒
数
民
於
け
る
政
治
川
和
叫
に
於
て
は
‘
被
泊
者
の
治
宥
に
幻
す
る
道
に
比
し
て
，
治
者
の
被
治
4
4
K
釘
ず
る
沢
一
を
訟
く
と
と
が
組
め
立
多
い

の
で
あ
る
が
予
近
州
川
上
に
於
て
は
，
本
来
な
ら
ば
上
下
左
右
組
正
問
に
釘
与
の
関
係
に
於
て
北
(
の
ん
寸
る
べ
き
正
辺
を
設
か
る
べ
き
で
あ
る
に

一一 85--

も
拘
ら
L
J
y
，
上
位
者
に
到
す
る
下
枕
訴
の
設
絡
事
傘
方
に
釘
す
る
山
十
詳
の
選
終
予
命
令
者
に
釣
す
る
被
命
令
汗
の
お
犯
と
し
て
投
か
れ
る
と

と
が
兆
一
だ
多
い
。
之
を
家
庭
生
活
一
上
に
九
る
な
ら
ば
も
父
子
長
幼
等
の
関
係
に
於
一

J

」
事
慌
に
設
か
れ
段
格
K
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
税
の
子

氏
訴
す
る
道
徳
で
は
中
広
く
て
、
子
の
籾
に
釘
ず
る
そ
れ
で
あ
り
，
長
者
の
幼
者
に
釘
ず
る
廷
で
は
な
く
て
も
幼
宥
の
長
4
A
K
封
ず
る
そ
れ
で

あ
る

G

此
の
道
徳
一
上

J
待
出
↑
長
幼
の

mk於
け
る
片
務
的
知
向
も
部
ち
上
牧
者
詑
考
長
者
一
を
優
位
に
ゐ
き
‘
下
仏
似
点
仰
山
斗
汗
幼
点
刊
に
hX
む
る
と

と
の
花
…
だ
多
き
精
一
判
事
下
位
者
ヰ
者
幼
者

ι特
有
な
る
遺
徳
的
義
務
を
措
定
し
て
き
彼
等
を
し
て
上
位
者
傘
考
長
以
引
に
釘
せ
し
め
ん
と
す
る

精
榊
が
、
表
版
制
の
上
に
も
表
は
さ
れ
て
事
傘
印
溺
に
甚
だ
し
く
厚
く
‘
卑
属
に
薄
く
も
傘
開
局
に
甚
だ
し
く
玄
く
、
卑
者
に
較
い
版
制
と
な
っ

た
の
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
の
で
あ
る
が
も
母
件
怖
の
場
合
も
も
そ
の
仰
に
…
漏
れ
宅
ヂ
予
知
行
に
在
る
者
を
琉
氏
し
て
瓦
お
く
す
る
に
反
し
事
母

行
に
お
る
者
を
披
行
的
に
毅
し
み
良
厚
く
す
る
と
と
ふ
な
っ
た
り
で
あ
ら
う
。
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、
第
二
に
、
直
系
殺
の
場
合

ι於
て
，
傘
岡
崎
が
婦
名
を
有
す
る
者
に
資
す
る
務
係
は
翠
K
表
題
的
K
考
へ
れ
は
，
(
一
以
族
の
一
人
が
異
姓
来
嫁

者
K
鈎
す
る
関
係

ι外
な
ら
J
Y
B

北
ハ
の
山
氏
竹
内
の
印
紙
近
さ
が
絶
無
な
る
に
反
し
ミ
卑
属
殺
が
母
名
を
宥
ず
る
芳
氏
資
す
る
州
側
採
は
、
(
一
川
族

の
一
人
が
向
宗
校
内
の
傘
属
税
に
釘
ず
る
関
係
で
あ
っ
て
珍
そ
の
間
広
け
山
台
肉
の
一
連
繋
が
存
在
す
る
と
が
勺
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
え
と
の
考
へ

の
中
托
は
異
質
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
が
筋
半
K
ば
か
り
は
考
へ
ら
れ
な
い
誌
も
あ
る
c

と
れ
K
つ
い
て
は
後
民
述
べ
る
ご
故
K
向
姓
尊
軍
兵
姓

経
践
の
籾
族
観
念
は
と

Lι
も
働
い
て
，
約
名
較
践
に
お
す
る
母
名
付
与
重
の
践
例
が
必
然
的
に
現
は
れ
た
謬
で
あ
る
。

と
の
直
系
毅
K
於
け

る
場
合
の
差
別
視
が
そ
の
ま
L

芳
系
視
の
場
合

ι延
長
せ
ら
れ
て
，
前
者
K
釘
す
る
版
制
を
基
と
し
て
そ
れ
に
類
化
せ
ら
れ
た
と
と
ろ
の
後

者
の
版
制
が
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
る
る
。

次
に
版
制
上
、
直
系
労
系
仰
れ
K
於
て
も
も
母
行
に
在
り
母
名
を
有
す
る
者
が
‘
能
動
者
と
し
て
も
所
勤
者
と
し
て
も
、
北
ハ
の
舵
退
者
と

同
等
の
立
場
に
相
並
ん
で

mm籾

ι怒
し
釘
さ
れ
る
と
と
が
出
来
る
と
い
ふ
の
は
如
何
る
友
理
由
に
よ
る
か
。

悲
し
家
族
制
度
上
，
父
様
的
父
系
射
で
な
く
ラ
男
総
女
毅

ι中
一
況
や
一
寸
を
つ
け
ヂ
も
同
姓
問
中
〈
姓
を
甚
だ
し
く
差
別
せ
J
y
h

続
行
K
在
り
綜
名
を

有
す
る
者
を
降
殺
卑
下
す
る
と
と
が
な
い
な
ら
ば
も
か
、
ふ
る
版
制
の
存
在
す
る
と
と
は
き
寧
ろ
常
然
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、

た
と
へ
ば
也
系
殺
に
於
て
は
も
存
世
代
の
夫
と
い
仰
と
は
，
そ
れ
を
父
認
と
せ
る
血
技
江
部
し
甲
乙
の
差
別
な
く
一
鰭
と
し
て
そ
の
北
山
本
を
な

す
も
の
で
あ
る
か
ら
，
そ
の
胤
政
か
ら
み
て
と
の
夫
と
い
仰
と
の
間
に
は
車
販
的
税
族
的
K
税
疏
符
卑
遠
近
の
需
品
一
況
は
な
い
筈
だ
か
ら
で
あ

己
れ
よ
り
凡
て
組
父
と
組
体
と
は
、

Awu
組
父
母
宇
一
承
け
て
我
父
を
し
て
我
父
た
ら
し
め
た
法
本
で
あ
っ
て
犬
対
一
徳

る
。
質
例
一
を
す
へ
ば
，

を
な
し
‘
そ
の
間
に
血
統
的
波
放
的

ι甲
乙
の
九
投
与
が
な
く
，
久
、
父
母
は
組
父
母
を
ゑ
け
て
我
を
し
て
我
た
ら
し
め
た
基
本
で
あ
る
か

っ
て
般
市
一
浮
山
土
地
近
の
来
別
が
な
い
。
つ
ま
り
合
総
父
母
，
秘
父
母
、
父
母
何
れ
も
、
自
分
か
ら
み
る

ら
、
そ
の
間
に
血
版
的
親
族
的
民

一
鐙
と
し
て
殺
を
し
て
我
た
ら
し
め
た
器
本
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
》

母:
:f'X 

"と在

.1ま

名

時，

m仙
巡
者
相
互
間
k
m
v
乙
の
与
を
が
な
く
、

を
有
す
る
も
の
は
，
北
パ
の
配
巡
宥
た
る
犬
と
相
法
ん
で
我

さ
れ
も
又
他
の
属
貌
に
お
し
釘
さ
る
れ
と
と
が
出
来
る
の
は
常
然
の
と

と
訟
の
で
あ
る
。



又
取
点
以
勺
税
に
於
て
も
と
の
と
と
は
向
絞
で
あ
っ
て
‘

父
組
た
る
各
社
代
の
夫
如
が
，

己
れ
と
警
戒
労
系
税
と
が
印
税
族
側
係
を
有
す
る
に
五
り
た
る
は
、
そ
の
上
位
に
あ
る

一
憾
と
し
て
そ
の
器
本
を
な
し
た
が
匁
正
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
‘
そ
れ
ら
夫
加
は
己
れ
よ
り
み
て
一
撚

の
籾
族
と
し
て
甲
乙
の
等
法
の
訟
い
も
の
な
の
で
あ
る

Q

た
と
へ
ば
我
が
合
組
父
母
の
旦
リ
郊
の
曾
係
正
常
る
伊
納
税
は
，
族
兄
弟
と
い
ふ
名
を

以
て
己
れ
と
相
互
に
血
族
関
係
K
在
る
者
で
あ
る
が
、
鉄
見
泌
を
し
て
族
兄
弟
た
ら
し
め
た
の
は
，
己
れ
の
血
族
、
た
る
族
父
と
共
放
来
嫁
者

な
る
族
母
と
が
、
一
般
の
夫
如
と
し
て
そ
の
基
本
を
な
し
た
が
銭
で
あ
る
か
ら
‘
族
昆
弟
を
親
族
と
し
て
認
め
る
以
上
は
も
そ
の
法
本
た
る

努人(一一
ω
州
制
)
と
族
同
時
(
仲
間
一
日
…
京
生
成
)
と
を
傘
卑
抑
制
疏
法
む
の
志
一
五
き
一
憾
の
親
族
と
し
て
認
め
ざ
る
べ
か
ら
や
ノ
事

EMに
し

て
、
そ
の
上
位
に
存
る
鹿
税
た
る
族
組
父
母
族
曾
組
父
母
は
，
何
れ
も
巴
れ
か
ら
み
て
甲
乙
の
芸
令
左
く
，
一
倍
と
し
て
族
昆
弟
を
し
て
族

昆
弟
た
ら
し
め
た
基
本
を
訟
し
た
者
で
あ
る
か
ら
・
，
母
行
広
ホ
り
母
名
を
有
す
る
も
の
は
、
そ
の
配
活
者
た
る
夫
と
相
並
ん
で
己
れ
に
お
し

釘
さ
れ
又
他
の
防
総
統
に
釣
し
封
さ
れ
る
と
と
の
出
来
る
の
は
亦
常
然
の
と
と
で
あ
る
。

然
る
に
文
郊
に
か
、
て
は
父
権
的
父
系
制
で
あ
り
ョ
見
殺
女
斜
K
中
一
寸
午
一
訟
を
附
し
，
同
姓
虫
(
姓
を
甚
だ
し
く
差
別
し
、
知
行
に
在
り
知
名
を
有

す
る
者
中
古
降
殺
卑
下
す
る
と
と
、

i
i例
へ
ば
‘
子
婦
を
そ
の
陵
、
込
者
な
る
コ
し
れ
の
子
K
比
し
て
降
殺
す
る
と
い
ふ
と
と
が
あ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
と
の
親
族
殺
を
以
て
親
族
関
係
一
般
を
和
す
る
な
ら
ば
‘
常
然
母
行
に
在
り
母
名
を
有
す
る
者
と
雌
も
も
之
を
そ
の
配
遇
者
に
比
し

て
降
殺
す
べ
き
で
、
今
と
れ
を
降
殺
せ
J

Y

E

一
般
の
殺
と
し
て
差
別
な
く
取
扱
ふ
と
い
ふ
の
は
一
つ
の
問
題
た
る
を
失
は
ね
の
で
あ
る
。

何
と
な
れ
ば
、
若
し
前
述
の
母
行
に
在
り
梓
名
を
有
す
る
者
を
そ
の
配
遇
者
と
甲
乙
な
き
一
憾
の
親
族
と
し
て
待
遇
す
る
と
い
ふ
原
則
K

従
ふ
と
す
れ
ば
、
訴
と
躍
も
之
を
そ
の
配
遇
者
と
一
総
た
る
無
差
別
の
税
と
し
て
取
扱
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
答
で
あ
る
。
部
ち
己
れ
の
子

ー一一四 87一一一

ル
苛
夫
約
は
ち
己
れ
ら
の
夫
総
に
と
っ
て
孫
行
以
下

K
詰
る
と
と
る
の
血
族
K
釘
し
で
も

有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
銃
K
己
れ
ら
が
孫
行
以
下
の
血
族
を
殺
族
と
し

E

之
に
一
般
た
る
の
悲
本
と
し
て
臨
む
以
上
は
，
孫
行
以
下
の

基
本
を
な
す
と
と
ろ
の
子
炉
寺
北
〈
蛇
も
一
己
れ
ら
夫
釘
か
ら
み
て
，
甲
乙
ど
校
舎
な
き
一
慌
の
観
族
た
る
べ
き
地
位
K
在
る
位
十
日
で
あ
る
。
た
と

己
れ
ら
夫
婦
は
、
子
伊
郁
夫
婦
を
湿
し
て
孫
を
己
れ
の
出
品
族
と
し
て
釘
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
孫
を
血
族
と
す
る
限
り
に
於
て
、
孫
を

一
践
と
し
て
甲
乙
の
晃
一
等
な
き
恭
本
た
る
の
地
位
を

へ
ば
、
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し
て
孫
た
ら
し
め
た
基
本
な
る
と
と
る
の
子
等
夫
綜
を
一
鰭
無
裳
拐
の
毅
態
と
し
て
取
扱
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
常
務
の
と
と
で
あ
ら

う
と
思
ふ
の
で
あ
る
つ
(
も
と
よ
ち
前
速
の
透

9
2
父
接
的
父
系
紛
で
な
く
も
見
毅
女
殺
を
業
別
せ
争
、
同
姓
問
点
〈
姓
一
を
援
問
仰
せ
ム
p
，

h

り
姉
名
キ
ダ
}
引
付
す
る
者
を
降
殺
す
る
と
と
が
な
と
い
す
れ
ば
、
で
あ
る
J

ご
か
ど

i
M
f
 

と
の
と
と
は
芳
考
卑
協
の
場
合
も
問
問
様
で
あ
る
。
例
へ
ぽ
父
の
昆
弟
の
令
孫
辻
，
従
父
内
パ
リ
郊
の
孫
と
い
ふ
名
を
以
て
己
れ
と
相
互
に
殺
侠

額
係
に
か
…
る
考
で
あ
る
が
‘
従
父
兄
弟
の
孫
を
し
て
従
父
見
弟
の
孫
た
ら
し
め
た
の
辻
‘
己
れ
の
出
品
設
た
る
従
父
昆
弟
の
子
と
も
異
姓
来
嫁

者
に
し
て
そ
の
配
た
る
従
父
見
弟
の
子
い
仰
と
が
一
鍔
の
米
射
と
し
て
そ
の
基
本
を
な
し
た
が
た
め
で
あ
る
か
ら
も
従
父
毘
弟
の
孫
を
競
技

〈
政
族
ゾ
と
し
で
み
と
め
る
以
上
は
‘
そ
の
基
本
を
な
す
と
と
る
の
従
父
昆
弟
の

と
従
父
見
弟
の
子
お
と
を
一
脱
線
妖
北
町
別
の
殺
と
し
て

め

授
け
れ
ば
た
ら
な
い

あ
る
。

然
る
花
践
に

て
取

い
以
上
は
、

m
略
行
に
作
，
h
υ
母
名
を
有
す
る
汗
も
、
(
殊
に

ー
レ
ピ
号
't~
土
庁
:
珪
王
、
ノ

ー
を
ふ
治
二
九

3
一
背
広

の
お
を
そ
の
続
法
考
と
一

系
統
托
於
て
)
無
左
加
一
鰐
の
殺
と
し
て
取
扱
は
ざ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
も

グコ

し
て
取
扱
ふ
と
い
ふ
の
で
あ
る

か
ら
，
そ
の
mm
巾
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

ふ
の
で
あ
る
a

惟
ふ
に
‘
か
L
る
版
制
の
が
布
す
る
と
と
は
、
前
迷
の

で
は
も
十
け
来
、
来
安
以
て
百
行
の

る
精
…
純
一
の

る
と
と
に
よ
る

こ
、
叫
に
以
山
γ

こ
点
、

ト
I

1

/

コイケ
i
f
u一

し

の
外
に
泣
い
て
は

解
明
す
る
と
と
が
山
内
来
た
い
問
題
?
あ
ら
う
と

，、，

h
t

、r+リ
ze
ヲ
V
A可

A
v
t
4
附
己
負
制
司
川
内

d
d
'

を
5
ノ
4
e
n
z
n
H
J
3寸

J
1
1
1
、
内
」
寸
J

e

h

}

じ

1

J

A

毛

E
M
r
hヰム
nNげ
忌

の
心
に
背
く
ま
れ
る
心
的
で
あ
る
か
ら
も

紳
で
あ
る
。
係
る
に
版
制
上
，

る
ま~f

..'-. 

きう

る

っ
て
よ
か
ら
う
と
忠

る
と
と
ろ
の
父
母
以
外
の

ジ}

i乙

iこ

q、

る
と
と
ろ
ぜ
あ
ら
ね
ば

〉働

m山
川
で
あ
ら
う
。

事
?
で
の



七
、
兄
公
と
弟
饗
及
川
v
央
弟
と
兄
妓

母
い
仰
の
場
合
の
版
制
は
、

先
手
に
以
内
'w
戸
メ
午
1

こ
3

J

J

-
引
'
宮
町
一
ヤ
タ
バ
ザ

l
r

霊
1
L

σ〉

に
よ
っ
て
綴
拐
を
加
減
し
た
も
の
で
あ
る
が
も
火
山
仁
述
べ
る
光
公
(

17) 

円
ん
〉
と
弟
妻
、
犬
一
弟
と
兄
綬
の
場
合
の
は
、
っ
名
」
の

に
決
っ
て
瓶
関
係
を
み
川
く
針
く
し
て
ア
つ

と
と
ろ
の
限
切
と
見
る
と
と
が
出
来

る
。
と
の
無
服
な
る
服
初
の
沿
明
と
し
て
は
、
前
拐
の

月
一
の
文
が
、

七
人
功
京
の

に
塔
げ
ら
れ
て
出
る
。

♂川
J
I
人
民
パ
H
M凡

1
J
O

G
'
t
'剣
山
村
政
什
』

謂
之
母
乎
。
故
事
名
者
、

羽
川
崎

a
J
B
a
h
-
F
W
ト

U
Jん

1

、

市
J

バ
ペ
ゴ
ピ

'tm・1
j

吋
し
ら
凶
町
三
戸
汗
d
、

1
1
'合
M
》

W
ツ
ャ
i

子
治
汗
，
安
砕
い
制
治
也
。

ー、、〆吋
I
い
M
F
1
y

、

ゴ
/
J

，ぷよ
J-
労

人
之
大
治
也
。

ザリ
r
民
同
は
ご
い
o

Fr
糸川
l
h
H
ど
で

侍
交
に
は
，

に
於
て
、
九
公
弟
事
も
似
…
服
な
の
で
あ
る
か
ら
、
此
健
文
は

へ
て
よ
い
と
思
ふ
。
以
下
の
論
は
，
娘
叔
を
取
扱
ふ
と
と

K
よ
っ
て
、

h
い
え
す
へ
〉
陪
山
口
氏
時
九

州
舵
上
小
グ
タ

U
H
U
Z

と
し
て
泣
か
れ
て
ゐ
る
が
、

兄
公
と
必
定
と
の
問
の
縦
…
版
を
も
ん
川
せ
解
明
せ
る
も
の

併
せ
て
兄
会
弟
定
も
説
く
も
の
と
併
せ
れ
た
い
。

L
I
M
作
目
ザ
ー
命
f
』
、
ノ

，

H
ル
軒
下

J
d
ノ
バ
ν

選
よ
り
以
下
車

次
の
い
如
き
を
以
て
ポ

九
叱
妓
亦
可
沼
之
尚
子

3

に
去
る
迄
の
説
明
に
就
い
て
は
、

が
あ
る
が
き

鮮
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
む

つ
弟
安
不
可
部
之
刻
、
治
ハ
凡
実
不
可
謂
之
M
M
G

是
娘
亦
一
吋
謂
之
お
母
乎
。
一
一
一
訂
作
不
可
也
。

以
紫
mm
袴
也
。
故

「
目
色
、
仏
当
コ
し
を
7

£
J

F
M
p
d
一市一一=口君主」

二
、
案
停
窓
、
本
務
弟
一
安
門
小
符
お
い
州
、
兄
安
不
得
得
母

G

故
反
一
一
一
日
以
詰
之

H
，
若
謂
弟
一
安
匁
折
、
別
是
え
萎
亦
可
謂
之
m
司
会
。
市
可
乎
。

共
不
可
部
。
非
謂
卑
透
弟
姿
市
医
務
之
総
也
c

u
任

疏

山

山

川

知

吟

(

朱

子

、

儀

純

一

生

設

二

一

一

一

所

引

)
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(
突
廷
謀
、
儀
一
続
京
何
〉

可
謂
之
如
、
兄
安
不
可
諮
之
m

待
。
此
持
昭
夫
昆
弟
無
桜
之
義
。

於
け
る
排
行
は
も
す
べ
て
犬
の
そ
れ
に
従
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
，
夫
自
身
が
父
行
に
立
つ
者
と
し
て
封
す
べ
き
麗
裁
が

つ
者
と
し
て
そ
の
麗
殺
に
封
ず
る
し
、
又
犬
が
子
行
に
立
つ
者
の
立
場
を
以
て
訴
す
べ
き
属
殺
が
あ
る
場

に
封
ず
る
の
が
探
知
で
あ
る
。
設
に
兄
か
ら
み
て
弟
は
排
行
を
向
う
し
、
子
行
に
毘
却
し
な
い

部
ち
妻
の

あ
る
場
合
は
、
婆
は
母
行
に

λ

刊
は
は
、
安
一
は
い
知
行
に
在
る
者
と
し
て
そ
の
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照
明
貌
で
あ
る
か
ら
，
え
が
弟
の
萎

ι脅
す
る
持
は
ち
之
を
務
行
広
属
す
る
麗
説
、
，
と
し
て
封
す
る
と
と
は
出
来
歩
、
(
兄
公
↓
弟
十
帝
京
)
、
弟
か
ら

み
て
兄
は
向
排
行
で
る
う
て
父
行
広
島
し
ゑ
い
麗
殺
で
あ
る
か
ら
ち
弟
が
え
の
安
に
お
す
る
時
は
、
之
を
母
行
K
芯
る
属
殺
と
し
て
到
す
る

と
と
が
出
来
な
い
。
〈
犬
山
必
↓
兄
妓
)
C

叉
日
ん
か
ら
み
て
弟
は
予
行
K
麗
し
な
い
者
で
あ
る
か
ら
、
一
光
む
ん
安
か
ら
み
て
も
夫
の
弟
は
子
行
亡
届

せ
や
ノ
、
(
兄
妓
↓
夫
弟
¥
弟
か
ら
み
て
兄
は
父
行
広
島
し
友
い
者
で
あ
る
か
ら
、
弟
の
安
か
ら
み
て
も
夫
の
兄
は
ザ
〈
行
に
民
間
し
な
い
。
(
弟
斐
↓

究
公
)
。
以
上
に
よ
っ
て
、
見
か
ら
弟
一
安
ー
を
い
M
と
い
ふ
名
で
呼
び
待
友
い
と
向
絞
一
広
、
弟
か
ら
ト
X
妓
を
母
と
い
ふ
名
で
呼
ぶ
と
と
が
が
ん
米
中
一
仏
い

の
は
明
か
で
あ
る
。
勿
…
ふ
耐
え
か
ら
み
て
弟
斐
は
妹
K
も
話
ら
LT，
A

局
十
安
か
ら
み
て
え
『
公
は
え
に
も
合
ら
な
い
。

同
様
に
弟
か
ら
み
て
え
妓
は

姉
で
も
友
く
ち
叉
兄
般
か
ら
み
て
夫
弟
は
弘
知
で
は
友
い
。
つ
ま
り
共
夫
記
乎
父
活
者
よ
り
以
下
、
元
妓
亦
可
読
之
母
乎
に
至
る
迄
の
停
文

は
、
光
公
と
お
安
，
夫
一
弘
知
と
い
ん
妓
と
の
出
K
は
み
比
く
属
校
の
な
い
と
と
を
一
一
一
一
日
ひ
去
は
し
た
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
夫
之
引
比
弘
知
仰
以
無
版
也
よ
り
ち
可
知
…
棋
乎

ι至
る
迄
，
邸
ち
停
文
金
踏
の
場
合
は
如
何
K
併
す
べ
き
で
あ
る
か
。

と
れ
に
つ
い
て

は
次
の
如
き
訟
切
を
以
て
五
を
待
た
も
の
と
す
べ
き
で
る
ら
う
。

一
、
斜
夫
之
れ
比
み
之
何
以
無
版
意
。
抑
制
必
…
会
不
可
抑
制
い
内
総
い
ん
絞
不
可
お
り
。

ヘ、、
v

戸去、，

o
r
J
r
J
J
 

4
J
J
t
 

、，
.
1

・

j

、々
i
山、

J
P
心
古
タ

レ〕

j
任
H

A

子円，

J
U
o

よ
F
A六
日
わ
広
必

I
f
-
-
へ一、
F
7
H
け
J
2
1
1
2
へ

「
ス
ド
レ
V
ヌ
勺
が
か
小
中
間
加
わ
い
町

ν一
弟
之
一
安
当

迷
。
今
人
粁
抑
制
必
…
会
匁
灯
、
別
常
匁
山
知
之
出
向
子
子
針
。

似
制
耐
え
之
業
免
~
之
市
鈎
般
事
み
之
安
利
一
話
匁
弟
之
安
不
可
諮
之
い
町
、
知
一
λ
弘
之
子
似
合
制
約
い
ん
之
子
弟
之
チ
不
可
制
川
之
蛇
一
也
。

丸
一
安
十
少
時
り
お
初
心
之
山
服
部
向
於
約
叔
母
乎
。

n

芯
比
内
不
可
也
。

恒三
.¥豆、

諜
時
人

都
知
仰
い
何
鉱
名
賀
之
北
〈
也
。

(江、水事

総
記
訓
義
搾
一
一
一
一
向
)

二
、
妓
不
可
部
持
。

故
不
待
以
版
夫
之
町
比
弘
之
子
符
版
北
(
弟
。

丸
山
…
寸
前
不
可
抑
制

M
G
故
不
得
以
刷
版
小
〈
之
社
叔
父
者
阪
北
(
一
見
。

此
一
正
ル
九
日
見
向
山
之
一
安

叩、
2

1

1

、、S
F
7
1

ニ
2
J
F

だ
と
一

o

-
イ
担
分
J

ぷ
ム
員
三
者

(
沈
般
車
議
総
小
疏
)

一
一
、
見
弘
知
之
一
決
，

-λ

ト
ド
ド
ト
ト
ト
日
H
A
F
-
-
i
J
G

司
、
「
J
J
え
z人
L
E
F
t
z
F
M
J
〈
む

オ
ゴ
抗
告
'
真
正

4
万
J
U
出
い
わ
主
主
三
民

絞
一
間
終
結
)

又

故
れ
比
弟
之
小
引
市
町
民
夫
之
日
比
弟
不
利
お
出
。

、
「
と

n
H
ニニ

fmづ
カ
ム
パ
ゴ

卸
ち
い
ん
実
は
昂

κと
っ
て
対

又
け
ん
認
は
弟
よ
り
み
て
ん
誌
に
も
あ
ら
や
J

対

K
も
非

せ
や
ノ
も
い
弘
主
は

に
と
っ
て



宇
、
弟
棄
は
九
よ
り
み
て
姿
に
も
非
A
Y
、
妹
に
も
非
や
~
夫
犬
属
す
る
と
と
ろ
が
な
い
の
で
、
そ
の
関
K
版
関
係
が
ふ
ぷ
い
と
一
一
一
日
ふ
の
が
侍
文

の
窓
味
な
り
と
す
る
の
で
あ
る
。

っ
侍
文
は
妓
と
叔
、
丸
公
と
弟
ぃ
引
火
と
の
ん
然
出
な
る
配
布
の
如
く
解
明
す
る
」
と
見
る
見
方
は
事
此
の
似
…
版
な
る
を
も
有
服
な
る
べ
き
名
の

存
し
在
い
と
と
に
係
泌
す
る
と
解
す
る
立
場
を
探
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
れ
し
人
見
(
つ
に
立
場
よ
り
と
の
知
抜
な
る
関
係
を
設
か
う
と
す
る
有

が
あ
る
。
…
限
弓
上

K

喪
服
兄
弟
之
ぷ
J

裕
子
也
、
法
引
市
逃
之
也
。
妓
叔
之
悦
…
版
也
事
志
社
市
法
之
也
。

と
あ
る
如
き
そ
れ
で
あ
る
。
孔
頴
迷
の
疏
に
は
、

箆
弟
相
潟
淑
刻
。
北
ハ
姿
熔
降
一
昨
-T
版
大
山
例
。
今
乃
佼
之
知
…
版
事
九
止
抗
使
疏
市
斥
遼
之
也
o-

と
の
畑
一
服
な
る
は
一
前
者
の
関
係
を
疏
遼
た
ら
し
め
る
お
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。

、炎
武
カミ記

向
、
妓
叔
之
無
服
也
)
悲
推
市
逮
之
也
。
夫
、
外
観
之
同
袋
、
治
総
、

翌
人
様
之
。
嫌
之
之
一
故
遠
之

mI-錦
之
坊
。

と
一
一
一
一
口
ひ
‘
官
献
揺
が
ー

ム
仕
総
っ
妓
叔
不
遇
守
筆
者
百
括
弧
北
ハ
亡
也
つ
由
民
不
禁
M
M
B

P
L
内
曲
践
之
ム
ス

何
故
疏
速
な
ら
し
め
る
か
と
い
へ
ば
‘

'M

市
議
兄
弟
之
姿
、
不
潟
制
服
者
，

tJ、
.Jt 

、2 分。

ぷ11翌
!;.ii. lTl日
z:年
2E相

H ・
)・Illi:

}!攻

，也

ほ
戸
小
'
禁
受
一
集
ι
市
川
刊
誌
弧
投
氾
ヨ
融
市
主
之
也
o

J
A
J
j
'
E
L

内
報
記
下
パ
]
壬

t
i
l
-
-、、3
h
作

(
儀
雄
主
義
二
一
一
一
所
引
)

一一… 9l持 ............ 

4 

¥
志
の
文
中
に
あ
る
雑
記
一
の
文
台
下
、
鄭
一
在
、
遠
山
也
c

f

昼
間
殻
之

zd之

於

授

ギ

不

透

内

死
不
制
服
=
皆
遠
之
也
‘
放
子
大
欽
之
後
不
幅
一
北
パ
戸
、
一

〈
絞
殺
記
集
設
所
載
)
~

〈

全

右

)

¥

安
兆
錫
日
権
者
死
市
提
怠
(
戸
也
事
叔
捜
知
遠
嫌
ム
犬

是
別
制
殺
者
、

坊
世
之
深
意
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と
述
べ
‘
拐
培
殺
が
，

:
然
，
純
之
坊
ち
多
か
ん
綬
叔
点
4
B

以
北
八
分
ふ
ん
続
。
故
尤
致
別
嫌
乙
怠
。

と
一
説
い
て
居
る
儲
仰
に
‘
倫
を
乱
し
、
淫
に
陥
る
の
を
防
ぐ
た
め
と
い
ふ
意
見
で
あ
る
O

L

之
ら
に
釘
し
も
衣
子
は
次
の
如
く
反
到
し
て
足
る
。

推
一
山
迷
之
，
此
設
不
走
。
古
之
所
以
伽
…
服
者
‘
口
八
須
佐
…
属
。
今
上
有
父
有
母
も
下
有
子
有
折
。
叔
父
約
父
父
之
窮
也
。
故
叔
母
伯
母
之

服
、
山
県
叔
父
約
父
向
。
凡
弟
之
子
‘
子
之
扇
也
。
故
兄
弟
之
子
之
釘
般
事
奥
兄
弟
之
子
向
。
若
兄
弟
知
己
之
属
也
。
難
以
妻
冶
民
共
妓

此
十
日
宥
所
以
似
…
版
以
義
却
一
推
不
行
也
;
:
・
叔
血
(
妓
何
嫌
之
有
・
:
:
(
依
一
陀
主
義
各
二
三
所
引
〉

松
子
の
考
は
，
妓
叔
の
問
に
「
嫌
之
之
故
、
遠
之
市
火
錦
之
坊
b

と一一一一
M

ふ
様
な
倶
れ
が
あ
る
答
な
く
も
従
っ
て
そ
の
お
，

m去
の
山
に
版
関

係
が
な
い
の
で
は
な
く
ち
口
八
一
帰
以
仰
の
開
花
似
の
生
ム
グ
ペ
き
弱
絞
が
存
花
し
な
い
か
ら
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
併
し
之
に
到
し
沈
wwは
次
の
如

〈
述
べ
て
そ
の
一
訟
に
反
扮
し
て
居
る
心

(
儀
一
純
一
忠
義
巻
二
コ
一
)

妙
、
松
子
一
で
純
記
州
知
市
迷
之
，
此
設

F

小
川
一
止
。
叔
凱
(
綬
阿
川
一
迷
路
、
叔
山
地
(
妓
何
嫌
之
有
。
此
科
子
同
選
北
(
長
。
京
先
一
士
一
之
版
術
、
一
迎
徹
上
下
一
小

手
伐
中
人
以
上
制
也
。
阪
符
入
門
「
奴
叔
分
税
市
年
杓
到
。
故
母
一
人
嫌
之
。
機
之
之
故
迷
之
市
火
錦
之
坊
」
新
作
北
ぺ
指
失
。
(
侠
的
小
疏
v

-
皮
つ
い
よ
弓
A
U

ま，

d
n
z
k
v
J
'
i
'
F〆
j
f

「
版
制
は
上
下
を
過
や
ノ
る
制
皮
で
あ
っ
て
，
刷
協
倫
を
紡
ぐ
必
裂
の
な
い
陪
殺
の
者
の
み
を
日
常
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
制
定

に
常
つ
て
は
、
凡
人
の
常
情
を
考
ほ

ι入
れ
た
も
の
と
凡
な
け
れ
ば
立
ら
ぬ
‘
世
上
、
此
需
の
民
税
関
に
も
人
倫
を
乱
る
事
…
吹
は
北
ハ
例
に
乏
、

し
く
な
い
。
従
っ
て
之
が
訪
を
な
す
必
要
あ

9
.
そ
の
一
つ
の
乎
段
と
し
て
‘
版
制
上
広
そ
の
常
伐
の
安
求
を
円
札
(
現
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

放
に
無
版
な
る
は
男
女
の
別
を
乱
し
，
娘
叔
の
仙
測
を
超
え
る
と
と
を
紡
ぐ
立
味
争
点
一
以
て
制
定
さ
れ
た
も
の
と
併
す
べ
き
で
あ
る
」

J、
も

の
L
様
で
あ
る

Q

前
ふ
に
も
然
肢
の
原
内
と
し
て

一
方
の
み
を
搾
る
と
と
は
別
嫌
の
一
方
の
み
を
採
る
の

の
な
い
と
い
ふ
と
と
を
あ
げ
る
の
は
事

か
に
有
力
な
る
設
切
で
あ
る
に
は
杓
還
な
い
。
併
し
と
の

で
る
ら
う
と
芯
ふ
。
此
の
前
方
を
採
っ
て
以
て
と
の
践
例
が
成
立
し
た



と
み
る

ω
が
、
誌
は
名
以

ω民
誌
に
徹
し
た
考
方
で
は

b
る
ま
い
か
。
さ
れ
ば
山
総
炎
或
は0

0

 

制
約
出
之
一
謀
関

M
者、

H
科
技
亦
制
的
之
蝕
乎
。
蕊
一
…
一
一
向
U
ん
ぷ
之
訴
不
可
以
払
砂
川
J

銭
北
。
以
名
一
一
一
一
向
之
収
有
所
関
市
不
通
事
以
分
一
一
一
一
同
之
又
有
印
川
線
市

C
 

不
一
円
以
一
小
迷
。
詑
一
日
以
叔
ウ
奈
川
以
也
波
山
拠
出
逗
之
也
。
夫
外
貌
之
向
山
総
鍬
総
(
峨
時
限
灘
間
上
)
市
川
初
日
誌
之
一
叶
司
会
川
内
以
北
ハ
分
翠
同

年
初
説
。
故
卦
一
人
総
之

d

鎌
一
之
，
故
述
之
，
市
ん
人
錦
之
坊
。
一
小
綴
以
北
ハ
名
也
。
:
;
:
存
共
恩
於
妙
似
、
問
料
開
北
ハ
義
於
九
品
。
夫
聖
一
人
乙

所
以
民
此
右
対
夫
。

(
日
知
銀
各
五
)

と
述
べ
て
一
山
訟
を
取
り
、
坊
対
設
も
か
L
る
訟
に
賛
し
て
‘

今
挺
桜
心
J

論
悦
…
泌
之
訴
事
秘
粉
も
市
弛
一
述
之
一
成
‘
諸
一
成
後
初
亦
詳
。
記
訪
米
可
偏
一
段
。

〈
儀
松
一
生
読
谷
二
一
二
)

と
言
っ
て
即
応
る
。

部
ち
何
依
然
版
な
る
と
と
の
以
凶
を
M

脱
税
が
な
い
と
い
ふ
一
事
の
み
に
限
る
と
と
が
出
来
な
い
か
と
一
一
一
一
日
ふ
に
、
仮
令
が
存
し
な
く
と
も
、

肉
祭
総
(
位
同

J

上
)
と
い
ふ
一
一
一
一
同
乗
り
あ
る
椋
広
、
平
に
同
組
す
る
と
と
に
よ
っ
て
総
麻
三
月
の
税
を
生
ヂ
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
の
で
あ

れ
ノ
、
又
川
崎
い
般
は
な
い
の
で
あ
る
が
ち
間
川
ん
志
向
起
の
放
を
以
て
裟
は
夫
が
い
出
版
で
あ
る
と
と
る
の
夫
の
従
父
日
比
弟
の
実
に
総
麻
三
月
を
桜
し
又

犬
の
日
比
治
り
安
江
小
功
丘
月
を
服
す
る
と
い
ふ
と
と
も
あ
る
か
ら
で
る
る
。
そ
れ
は
総
出
陣
辛
に
、

ホ
〈
之
総
父
兄
-
弘
之
説
。

と
一
一
一
一
向
ふ
俊
文
が
あ
り
、
そ
の
停
文
に
は
も

.........._ 93 .... 叫

司
以
忠
也
。
以
-
足
立
位
、
司
d~4415K崎
山
与
/
一
%
じ
る
O

J

i

p
五
4
〆

i
r
4
A
A
A
q
f
J
t
i
t
i
-
-
n
uハ，
r-
一
'
の
:
九
一
色
ヰ
斗
，
“

と
説
明
さ
れ
て
閉
山
り
、
又
小
功
ド
凡
月
草
に
は
、

娩
州
川
知
報
。

と
い
ふ
保
文
か
あ
り
‘
倖
文
に

何
以
小
功
也

Q

以
銭
相
以
(
底
{
一
点
中
、

mM
生
小
山
相
之
説
話
。
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と
設
か
れ
て
ゐ
る
。

向
ん
一
点
同
居
に
よ
っ
て
政
一
期
K
較
草
の
去
の

b
る
の
は
総
鮮
章
鮮
佐
江
向
ん
王
者
不
知
居
宗
之
税
也
と
る
り
事
貢
疏
に
、
一
一
一
一
日
民
主
者
在
日
正
月

ふ
れ
未
必
安
坐
ラ
一
一
一
一
同
居
者
‘
非
芭
ふ

h

向
又
口
一
北
安
坐
と
設
問
切
さ
れ
て
山
市
る
が
‘
問
主
と
民
主
と
で
は
向
居
の
仕
方
に
芸
問
先
が
あ
り
、
従
う
で

そ
れ
に
よ
っ
て
生
十
る
貌
疏
の
程
度
広
相
還
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
c

初
埼
設
は
、

笠，

m設
者
志
乃
大
幼
同
一
門
止
ハ
財
之
税
、

mm室
宥
別
取
之
鋭
、
朝
夕
呉
居
者
也
。
故
紋
小
功
市
此
別
総
也
。
(
儀
部
正
義
，
袋
二
四
)

と
一
一
一
一
日
夕
て
ゐ
る

Q

方
査
は
‘

古
者
事
大
功
同
財
市
兵
九
日
向
。
照
之
兄
弟

B

未
有
印
此
(
居
者
。
以
山
疲
説
経
佐
後
，
群
子
新
所
同
也
。
故
妙
州
制
桁
日
和
凱
(
居
於
京
中
、
夫

之
従
父
兄
弟
之
安
，
都
宮
川
川
向
、
市
所
居
，
分
南
北
京
凶
c

故
山
初
血
一
(
問
主
9

(

前
全
)

と
設
く
。

従
父
昆
弟
の
聞
に
於
て
は
、
犬
同
志
は
所
制
約
山
川
主
凡
弟
で
る
り
事
え
功
同
京
共
財
の
叙
で
あ
る
か
ら
火
功
九
月
を
版
し
公
ふ
関
係

ι在
る
の

で
診
る
が
も
互
の
安
に
針
し
で
は
版
蹴
係
が
な
い
。
だ
か
ら
小
火
薬

ι釘
し
て
の
般
は
も
キ
ハ

ι従
服
す
る
立
場
に
か
…
る
安
も
、
貨
統
に
い
へ
る

如
く
竹
本
路
人
，
ヰ
〈
叉
不
服
之
」
と
い
ふ
凶
係
な
る
故
、
そ
の
安
広
釘
し
無
限
で
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
の
だ
が
、
向
去
の
故
を
以
て
総

又
税
引
比
弟
別
に
於
て
も
も
十
…
〈
河
本
は
よ
絞
れ
比
弟
は
い
か
，
訟
で
あ
る
か
ら
)
済
京
不
杖
加
を
版
し
合
ふ
閥
係
に
在

る
が
ち

γ
一
の
ふ
災
に
部
し
て
は
版
関
係
が
な
い
。
故
に
夫
氏
従
服
す
べ
き
妥
も
，
本
路
人
上
〈
又
不
服

γ

な
る
的
抑
制
叫
に
釣
し
紙
一
践
で
あ
っ
て
然
る
べ

き
で
あ
る
が
事
同
加
の
放
を
以
て
金
功
を
服
す
る
の
で
あ
る
。

協
…
一
一
月
子
一
服
す
る
の
で
あ
a

る。

も
と
も
と
実
は
呉
抗

κし
ι

て
ん
氷
嫁
し
て
小
〈
族
の
人
と
な
っ
た
汗
で
あ
り
、
小
〈
に
従
泌
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、

に
従
っ
て
服
す
る
場
合
、

第
一
に
，
被
服
宥
が
夫
氏
針
し
て
有
す
る
竹
内
山
間
係

第
二
広
も
そ
れ
が

L

犬
件
以
広
於
て
存
ず
る
身
分
と
地
位
と
の
如
何
を

先
に
~
桜
山
間
係
の
及
ぶ
べ
、
き
は
米
の
凡
弟
に
釘
し
て
で
あ
る
べ

又
は
純
一
践
で
あ
っ
て
然
る
べ
き
符
で
あ
る
。
市
も
率
一
致
K
於

考
へ
て
服
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

さ
う
す
れ
ば
夫
の
兄
弟
犬
釘
に
針
ず
る
際
、

き
で
、
そ
の
実
に
釘
し
で
は

そ
の
夫

る
よ
い
り
も
M
h
w
別
で
あ
る
か
主



で
は
と
の
反
釣
な
の
で
あ
る
か
ら
，
点
〈
の
九
弟
に
拐
し
て
然
出
な
る
を
つ
名
L

の
無
き
た
め
，
又
は
遠
別
の
潟
と
解
す
る
限
り
に
於
て
、
此

の
有
搬
な
る
を
防
局
間
約
去
の
銭
と
一
一
一
一
口
ふ
べ
き
は
九
Y
同
然
な
り
と
一
一

J

日
は
ね
ば
左
ら
お
。

か
L

る
と
と
を
放
機
公
は
次
の
如
く
迷
べ
て
ゐ
る
。

知
人
予
於
夫
之
昆
弟
、
以
迷
鎌
妖
版
。
仮
令
従
w
収
も
亦
一
可
以
及
於
北
べ
凡
弟
之
身
，
不
可
以
後
及
共
英
也
。
然
別
始
以
仰
怖
い
県
松
伐
知
…
版
之

義
市
松
有
之
者
事
別
以
内
府
内
市
一
相
税
不
可
知
…
版
故
一
的
。
(
儀
総
集
校
各
十
一
)

お
に
述
べ
し
が
如
く
す
で
に
業
向
芯
に
於
て
は
溺
絞
な
く
と
も
向
宝
同
居
の
故
を
以
て
搬
し
合
ふ
の
で
あ
る
か
ら
ち
夫
た
る
者
も
ち
昆
弟
の

実
と
向
室
同
局
の
放
を
以
て
す
一
一
に
版
関
係
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
秘
…
版
で
る
る
の
だ
か
ら
、
間
半
に
局
総
が
な
い
と
い
ふ
と
い
ふ

と
と
の
み
を
以
て
そ
の
涼
凶
と
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。
張
氏
於
て
奉
げ
ら
れ
る
の
が
推
速
、
別
嫌
な
の
で
あ
る
。

と
L

で
我
々
は
一
応
と
の
方
簡
に
腕
す
る
我
悶
現
時
の
家
庭
遺
徳
を
考
へ
て
み
る
必
裂
が
あ
る
。
我
閣
に
於
て
は
九
公
と
弟
斐
，
夫
弟
と

兄
妓
と
の

mk迷
嫌
防
淫
等
花
開
制
し
て
道
徳
上
特
K
設
か
れ
て
ゐ
る
と
と
を
見
な
い
。
我
留
に
於
て
も
昆
弟
の
斐
は
そ
の
夫
の
長
幼
の
序
正

従
ひ
、
配
遇
者
が
年
長
な
れ
ば
そ
の
斐
が
夫
の
昆
弟
に
比
し
年
少
な
り
と
維
も
夫
に
従
っ
て
長
と
さ
れ
‘
配
遇
者
か
年
少
な
れ
ば
、
安
が
夫

の
昆
弟
に
比
し
年
長
な
り
と
雌
夫
氏
従
っ
て
少
と
さ
れ
る
。
故
氏
九
斐
は
夫
弟
に
と
っ
て
義
姉
で
あ
り
、
弟
妻
は
兄
公
に
と
っ
て
義
妹
で
あ

る
口
市
し
て
夫
の
え
は
弟
斐
に
と
り
て
義
凡
で
あ
り
、
夫
の
弟
は
九
斐
に
と
り
て
義
弟
で
あ
る
。

そ
の
間
に
は
各
々
兄
弟
姉
妹
の
長
幼
の
秩

序
に
よ
る
道
徳
が
行
は
れ
、

そ
の
m
M
K
遠
別
社
漸
の
選
あ
る
べ
き
と
と
を
特
設
さ
れ
る
と
と
は
な
い
c

然
る
に
支
那
上
代
医
於
て
と
の
と
と
あ
る
は
如
何
な
る
理
由
民
よ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
先
づ
第
一

ι、
支
郊
に
於
て
は
古
来
男
女
有
川
加
の

一~ 95一一

絞
守
と
い
ふ
事
が
極
端
正
迄
一
設
か
れ
る
と
い
ふ
事
ル
考
へ
て
み
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
。
と
の
と
と
に
締
し
経
典
氏
設
か
れ
て
ゐ
る
も
の
は
貨

に
枚
拳

K
速
が
な
い
程
で
あ
る
が
‘
今
総
記
に
見
え
て
ゐ
る
一
端
を
翠
げ
て
み
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

つ
坊
記

×
男
女
無
一
採
不
交
。
経
…
幣
不
相
見
。
恐
男
女
之
無
知
也
。

×
縫
非
祭
男
女
不
交
設
。
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×
男
女
授
受
不
殺
。

×
姑
姉
妹
文
子
子
己
嫁
何
一
民
。
男
子
不
町
民
間
応
部
坐
。

一
一
、
一
門
知

×
非
紘
一
以
非
民
不
和
授
川
市
。
共
和
叫
火
山
女
一
党
以
銭
‘
英
知
…
鑑
別
皆
坐
奨
之
，
市
お
取
之
。
外
一
門
一
小
企
ハ
井
、

鮫，

M
山
女
不
通
災
後
一
五
五

ド
ヰ
富
山
台
、

)コ/斗」ノ、
7
2

・7
1

不
通
終
席
、
不
通
乞

011 
si控

×
山
内
火
不
純
坐
。

w

訂
1.L
ミ
L
人
r

三。

一一~一日よいイ叫立与・
4
4

i
I
Kど
は
刊
H
O
f
¥
二

二

三

〈

i
k

、

一
作
~
一
-
一
ド
イ
日
五
者
三
-
j
日
一
口
説
絃

戸い
J

リ
ム
也
知
刈
c

j
h

ペド
H'
パれ仏
V
Jあ
γ

不
liiJ 

干fip

妓
収
不
通

M
C

不
税
授
。

外
今
一
一
一
日
不
入
於
制
。

レド

r
A河

B

二、、ル一三、

¥
L
2
」、パ
J
C

ゴ
ラ
ペ
j
i
〆
定
イ
ー
ノ
ゴ
/
ド

対
姉
妹
文
子
子
己
嫁
十
山
一
江
口
ん
弟
み
呉
川
均
一
山
坐
。

i

j

f
、
い
い
い
i
7
1
J
t
i
J
十
A
A
¥
A
¥
l
i
H
μ
F
1
ト
ト
ド
ア
ル
、
か
九
J

一、

ク
メ
北
約
千
/
イ
払
ィ
点
余
乎
弘
一
日
記
ハ
λ
a

L
U
L
γ
9
4
司
五
町
日
主
、
0

4
9仁
打
者
行
/
J

ぃ
火
不
獄
。

か
く
の
如
く
，
徐
り
に
も
微
制
に
す
…
り
科
皮

λ

を
・
過
ぎ
て
苛
訟
と
必
は
れ
る
松
山
込
弘
文
の
有
加
な
る
べ
き
と
と
が
設
か
れ
る
の
は
、

十
〈
の
治
な
る
も
の
が
.
本
れ
的

K
乱
倫
に
焔
る
民
れ
を
多
分
に
践
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
と
と
は
一
一
一
パ
ふ
迄
も
な
か
ら
う
が
、
一
純
文
部
に
於

て
は
一
般
的
に
名
分
広
よ
る
山
丸
山
的
活
徳
と
，
一
一
一
向
ふ
と
と
が
桜
め
て
絞
絡
に
主
張
さ
れ
る
と
い
ふ
ね
共
性
が
あ
る
。
例
へ
ば
政
治
的
批
令
的
階

級
の
如
何
に
よ
っ
て
，
他
と
兆
別
あ
る
特
殊
の
道
徳
，
球
儀
，
川
誠
一
何
》
調
広
，
服
部
与
が
存
す
る
と
と
、
ス
存
す
べ
き
と
と
、
山
政
さ
れ
る
と

向
じ
特
耐
を
以
て
，
一
昨
合
生
前
家
庭
生
的
の
民
放
に
克
っ
て
、
名
と
分
，

一
つ
は
必

の
合
致
事
部
ち
名
K
肢
ヂ
る
節
度
分
限
の
…
試
際
的
利
和

館
内
?
と
い
と
と
が
辺
徳
の
絶
釘
境
で
あ
り
、
踏
の
秘
設
で
あ
る
と
さ
れ
る
如
き
と
れ
で
あ
る
。

さ
れ
ば
お
女
山
の
近
絡
を
云
お
す
る
場
介
氏

於
て
も
，

さ
う
い
ふ
純
一
料
を
以
て
そ
の
引
先
別
的
方
一
泌
が
特
に

さ
れ
、
名
杭
と
民
際
と
の
一
致

ふ
と
と
が
や
か
ま
し
く
論
ぜ
ら
れ
る

と
と
与
な
る
。

と
れ
お
女
心
付
別
の
叡
設
さ
る
L
M
似
国
の
一
で
あ
り
や
が
て

別
の
力
説
さ
る
L
A

一
同
で
争
ら
う
。

第一…

ι予
五
郊
に
於
い
て
は
特
殊
な
る
家
族
制
度
肝

る
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
と
の
と
と
の
存
在
は
必
然
的
に

男
火
山
広
於
け
る
正
し
き
道
徳
の
絞
格
な

る
。
部
ち
文
部
に
於
て
は
、
大
家
族
主
義
で
あ
っ
て
、
詑
際
広
於
て
は
記
停
の
記



述
と
州
側
還
が
あ
り
‘
純
協
も
狭
小
で
は
あ
ら
う
が
、
兎
に
角
大
功
親
氏

る
廷
を
同
門
北
ハ
財
の
親
と
約
す
る
と
い
ふ
事
が
あ
り
、
間
宮
問
中
(
安

と
は
い
へ
、
少
く
と
も
税
見
弟
に
於
て
は
，
…
納
税
在
世
中
は
そ
の
斑
退
者
と
北
ハ
民
共
同
生
前
を
管
む
と
い
ふ
と
と
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

排
行
を
同
じ
う
し
υへ
は
年
齢
相
班
た
る
は
佐
具
姓
の
女
子
及
多
数
の
突
が
も
大
門
内
、
同
一
郡
山
日
中
K
悶
複
す
る
と
と
が
授
際
あ
り
う
べ
き

と
と
な
の
で
あ
る
。
絞
っ
て
そ
れ
ら
の
大
性
と
同
族
の
児
れ
と
の
聞
に
於
け
る
乱
倫
花
道
を
防
ぎ
統
制
融
和
を
資
現
せ
ん
た
め
に
は
、
第
る

ー
微
制
煩
淡
に
過
ぎ
る
と
忠
は
れ
る
松
の
配
ぽ
と
股
一
此
苛
酷
と
え
ゆ
る
迄
の
道
徳
的
校
祇
と
を
必
一
生
と
す
る
と
と
は
川
Y

同
然
で
あ
る
。
誌
に
於
て

か
前
招
の
総
記
の
文
の
如
き
と
と
に
迄
五
る
と
と
ろ
の
議
防
的
配
慮
が
要
求
さ
れ
、
兆
一
だ
し
き
に
至
つ
て
は
一
ナ
晶
子
際
業
第
に
見
え
る
、

淳
子
一
村
問
、
男
女
授
受
一
小
税
、
鴨
川
拠
。
金
子
日
踏
也
。
妓
溺
別
援
之
以
乎
乎
。
日
妓
溺
不
援
，
是
紛
税
也
。
川
山
女
授
受
不
税
、
総
也
。

娘
溺
援
之
以
乎
者
、
様
也
。

と
一
一
一
一
円
ふ
如
き
恐
類
、
の
と
と
も
(
と

L

の
場
合
の
趣
意
は
さ
う
い
ふ
と
と
ろ
に
な
い
に
せ
よ
)
異
高
凶
作
い
倫
ぜ
ら
れ
る
と
と
L
た

る

の

で

あ

る
。
故
に
か
L

る
欣
態
か
ら
思
ひ
を
進
め
る
時
、
版
制
上
rh
於
て
‘
九
授
と
夫
弟
、
九
公
と
治
安
と
の
開
が
い
刈
…
版
で
あ
る
如
き
と
と
は
、
別

嫌
妨
淫
の
立
場
か
お
り
考
へ
て
寧
ろ
そ
の
合
然
至
極
な
る
と
と
医
気
附
く
の
で
あ
り

E

叉
若
し
と
れ
ら
の
詳
の
間

ι
と
の
税
皮
位
の
配
慮
が
な

い
と
す
れ
ば
、
却
っ
て
我
々
は
般
加
が
家
族
制
皮
上
、
家
族
生
活
上
に
抗
山
口
問
す
る
倫
理
的
指
導
性
心
存
在
を
一
認
め
る
と
と
が
出
来
と
く
な
る

の
で
あ
る
。

以
上
氏
よ
っ
て
自
分
は
凡
公
と
弟
…
謀
、
夫
み
と
兄
嫁
と
の
問
の
然
版
な
る
を
一
場
絞
の
左
き
と
と
及
び
遠
山
川
防
一
践
の
須
の
二
つ
に
そ
の
凶
山

を
求
め
た
い
と
忠
ふ
の
で
あ
る
。

一… 97一一

問
中
(
姓
来
嫁
者
と
し
て
ば
上
迷
の
母
名
、
綜
名
を
有
す
る
者
以
外
主
批
母
、
慈
川
昭
氏
つ
い
て
も
、
論
じ
な
け
れ
ば
左
ら
宇
、
叉
そ
の
他
名

版
の
範
憾
悦
に
入
る
者
に
外
税
、
及
び
乳
母
が
あ
る
の
で
あ
る
が
ョ
ふ
ー
は
以
上
に
止
め
る
と
と
L
す
る
。
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